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　中央運動公園西側にある桜並木。たくさんの桜
が入学式に向かう家族を祝福しているようです。
これからたくさんの友達を作って楽しい学校生活
を送ってもらいたいですね。

今月の表紙は
「桜並木と入学式」
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市民と共に未来に誇れるまちづ
くり～平成30年度施政方針～

＜対談＞
針谷市長×日野自動車株式会社社長下

しも

義
よし

生
お

さん
明るい未来に向け、古河市と共に羽ばたく企業に

◆産婦健康診査事業、新生児聴覚検査事業
をはじめました
◆4月1日から組織機構の一部が変わります
/表彰/全国大会出場
◆市公式ホームページを全面リニューアル

健康百科/公園日和
キラリ！輝く人たち
今月の古河っ子
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/古河今昔物語
子育て情報
まちの話題Report！
古河ケーブルテレビの視聴エリアが
市内全域へ拡大
お知らせページ
Kogastagram/読者アンケート
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　4月は新しい生活が始まる季節です。学校や会
社での新生活にはたくさんの出会いがあります。
私が今までに出会った仲間は今でも貴重な財産で
す。皆さんもこれからの自分を支えてくれる仲間
に出会えるといいですね。
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施政方針は、新年度における市政運営の基本方針とそれに基づく主要施策等の概要について、
市長が市議会定例会で表明するものです。今月の特集は、平成30年第1回古河市議会定例会で
市長が表明した「施政方針」について、その概要を紹介します。

市
民
と
共
に
未
来
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り  

～
平
成
30
年
度
施
政
方
針
～
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は
じ
め
に

　
昨
年
末
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

(

圏
央
道)

に
つ
い
て
、
今
後
の
整
備
財
源

と
し
て
政
府
の
財
政
投
融
資
に
よ
る
資
金

の
活
用
が
決
ま
り
、
２
０
２
４
年
度
ま
で

の
完
成
を
目
指
し
て
、
順
次
、
暫
定
2
車

線
区
間
の
4
車
線
化
等
が
図
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
都ま

ち市
づ
く
り
へ

の
追
い
風
を
生
か
す
た
め
に
も
、
4
車
線

化
が
図
ら
れ
た
時
に
そ
の
効
果
を
最
大
限

享
受
で
き
る
よ
う
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
企

業
誘
致
を
含
め
た
産
業
の
振
興
や
、
交
流

人
口
の
増
加
に
繋つ

な

が
る
観
光
面
の
施
策
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
圏
央
道
境
古
河
イ

ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、
中

心
市
街
地
か
ら
同
イ
ン
タ
ー
に
直
結
す
る

国
道
３
５
４
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
も
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

　
古
河
市
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
は
、「
新

市
建
設
計
画
」
お
よ
び
「
第
2
次
古
河
市
総

合
計
画
」
を
最
上
位
の
指
針
と
し
、
ま
た
、

「
古
河
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
「
古

河
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
よ
る
持
続
可
能
な
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
本
市
の
未
来
像
「
華
の
あ
る
都ま

ち市

古
河
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
実
現
に
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
今

日
の
市
町
村
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
を
踏
ま

え
、
本
市
の
現
状
と
向
き
合
う
中
で
、
有
効

な
施
策
を
選
択
し
つ
つ
、
戦
略
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
市
町
村
は
今
、
少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴

う
人
口
減
少
の
中
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
ま

ち
の
活
力
を
維
持
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
最
大
の
問
題
点
は
、
労
働

力
の
中
核
を
な
す
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
日
本
全
体
の
人
口
が
減
少
す
る
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
は
、

こ
の
年
齢
層
の
急
激
な
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
私
は
、
そ
の
対
応
と
し
て
、
次
の

3
つ
の
施
策
を
戦
略
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

①
安
定
し
た
雇
用
の
創
出

　
元
気
を
生
み
出
す
産
業
の
振
興
を
通
じ

て
、雇
用
の
創
出
や
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
圏
央
道
や
日
野
自
動
車
古
河

工
場
の
波
及
効
果
の
活
用
、
地
域
資
源
の

発
掘
と
有
効
活
用
、
交
流
人
口
の
増
加
を

戦
略
視
点
と
し
て
、
新
た
な
企
業
誘
致
、

古
河
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
、
体
験
・
参
加
型
の
観
光
ツ
ー

リ
ズ
ム
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今年は

「未来に向かい着実に前進する年」
と捉え、市民が確かな前進を実感できる年にしていきます。
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安
定
し
た
雇
用
の
創
出

【戦略視点】
・圏央道や日野自動車古河工場の波及効果の活用
・地域資源の発掘と有効活用
・交流人口の増加

【取り組み】
・新たな企業誘致
・古河ブランドの発掘やプロモーションの強化
・体験・参加型の観光ツーリズム

若
い
世
代
の
定
住
促
進

【戦略視点】
・子育ての安心安全
・確かな学力と体験の中で豊かな感性を育む教育
・郷土愛の醸成

【取り組み】
・切れ目のない子育て支援
・小児科・産婦人科医療体制の充実
・子育て世帯への経済的支援
・特色ある学校教育
・「古河っ子」の育成

ま
ち
の
安
心
安
全

【戦略視点】
・水害への備えの強化
・地域防災力の向上、地域コミュニティの機能維持
・消防力の強化

【取り組み】
・防災啓発や避難行動の周知、水防計画による活動
・密集市街地への消防施設の設置
・消防活動を助ける生活道路の整備

②
若
い
世
代
の
定
住
促
進

　
若
い
世
代
は
都
市
の
活
力
そ
の
も
の
で

あ
り
、
市
に
呼
び
込
み
、
繋
ぎ
止
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
育

て
の
安
心
安
全
、
確
か
な
学
力
と
体
験
の

中
で
豊
か
な
感
性
を
育
む
教
育
、
郷
土
愛

の
醸
成
を
戦
略
視
点
と
し
て
、
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
支
援
、
小
児
科
・
産
婦
人
科

医
療
体
制
の
充
実
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経

済
的
支
援
、
特
色
あ
る
学
校
教
育
、「
古

河
っ
子
」
の
育
成
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
ま
ち
の
安
心
安
全

　
古
河
市
が
安
全
な
所
で
な
け
れ
ば
、
移

住
や
定
住
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
水

害
へ
の
備
え
の
強
化
、
地
域
防
災
力
の
向

上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
維
持
、

消
防
力
の
強
化
を
戦
略
視
点
と
し
て
、
防

災
啓
発
や
避
難
行
動
の
周
知
、
水
防
計
画

に
よ
る
活
動
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、

密
集
市
街
地
へ
の
消
防
施
設
の
設
置
、
消

防
活
動
を
助
け
る
生
活
道
路
の
整
備
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
3
つ
の
戦
略
的
施
策
を
一
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
河
市
が
現
在

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
前
進
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

3つの戦略的な施策
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　　若者・子育て世帯定住促進奨励事業
　87,600千円

　　イベント事業 49,462千円

　　ふるさと納税推進事業 216,862千円

4.産業労働

　　英語教育推進事業 62,690千円

　　茨城国体推進事業 6,200千円

　　(仮称)三和地域交流センター建設事業
88,959千円

3.教育文化

拡充

第
１
章  

市
民
協
働

　
自
治
会
お
よ
び
行
政
区
の
運
営
に
対
し

財
政
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
環
境
美
化
活
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

に
対
し
、
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
昨
年
、
市
内
各
地
区
に
お
い
て
「
市
長

と
語
ろ
う 

ま
ち
づ
く
り
」
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
、
市
政
に
対
す
る
市
民
参
画

機
会
の
拡
大
の
た
め
、
市
民
と
行
政
と
の

率
直
な
意
見
交
換
な
ど
に
よ
る
双
方
向
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

第
２
章  

健
康
福
祉

　

0
歳
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま
で
を
対
象

に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
無
料
化
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

古
河
赤
十
字
病
院
跡
地
東
側
に
つ
い

て
、
待
機
児
童
等
の
解
消
を
目
的
に
、
上

辺
見
保
育
所
の
移
転
改
築
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
建
築
工
事
に

加
え
、
外
構
工
事
等
の
付
帯
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　
新
生
児
聴
覚
検
査
を
受
け
た
際
の
費
用

に
対
し
、
3
千
円
を
上
限
と
し
た
助
成
を

実
施
し
ま
す
。
先
天
性
の
聴
覚
障
害
が
早

期
に
発
見
さ
れ
、
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ

る
こ
と
で
、
聴
覚
障
害
に
よ
る
音
声
言
語

発
達
等
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
産
後
う
つ
や
新
生
児
へ
の
虐
待
予
防
を

目
的
に
、
出
産
後
間
も
な
い
産
婦
に
対
す

る
健
康
診
査
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

第
３
章  

教
育
文
化

　
市
内
の
小
学
校
で
は
、
文
部
科
学
大
臣

か
ら
英
語
教
育
特
区
の
指
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
外
国
語
指
導
助
手(

Ａ
Ｌ

Ｔ)

を
配
置
し
、
1･

2
年
生
で
年
間
10
時

間
、
3･

4
年
生
で
年
間
35
時
間
、
5･

6

年
生
で
年
間
50
時
間
の
英
語
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

　
茨
城
国
体
は
、
来
年
9
月
に
開
催
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
古
河
市
で
は
公
開
競
技

の
「
綱
引
競
技
」
お
よ
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
「
少
林
寺
拳
法
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
大
会

運
営
の
準
備
や
Ｐ
Ｒ
、
こ
れ
ら
競
技
の
普

及
促
進
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
本
大
会
に
備
え

ま
す
。

　

(

仮
称)

三
和
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
建
物
本
体
工
事
が
間
も
な
く
完
了

す
る
見
込
み
で
あ
り
、
外
構
工
事
に
つ
い

て
も
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
、
備
品
の
調
達
や
施
設
管
理

に
関
す
る
条
例
等
を
整
備
し
、
本
年
10
月

の
施
設
開
館
に
向
け
た
作
業
を
進
め
ま
す
。

１.市民協働
　　自治組織運営事業 150,716千円

　　市民懇談会等開催事業 115千円

2.健康福祉

　　 医療費助成(市単)事業 248,775千円
　
　　 子育て拠点施設整備事業 588,428千円
　
　　 新生児聴覚検査費助成事業 3,788千円
　
　　 産前産後サポート事業 16,970千円

新規

拡充

拡充
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　古河市郷土読本制作事業 10,000千円
　ふるさと納税観光交流ツーリズム事業

2,000千円
　観光散策アプリ開発事業 5,000千円
　古河市子ども夢基金の創設 100,000千円

○ふるさと振興基金の活用

6.都市基盤
　　新産業用地造成事業 1,281,885千円

　　仁連江口線整備事業 205,526千円

　　道路新設改良事業 390,546千円

　　道路補修事業 607,636千円

ふるさと納税を財源とする基金について、寄附者の
意向を反映させ、実施するさまざまな事業に活用。

　　庁舎管理事業 15,680千円

　　公共施設等総合管理推進事業 2,452千円

7.行財政

新規

5.生活環境

　　防犯灯整備事業 63,059千円
　
　　空家対策事業 799千円
　
　　斎場施設機能整備事業 4,860千円

第
４
章  

産
業
労
働

　
定
住
促
進
の
た
め
の
奨
励
金
事
業
は
、

事
業
期
間
を
延
長
し
て
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
さ
ら
に
転
入
者
や
定
住
者
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
イ
ベ

ン
ト
や
伝
統
的
な
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
県
内
外
に
古
河
市
を
Ｐ
Ｒ
し
、
交

流
人
口
の
増
加
や
市
内
商
工
業
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
国
か
ら
返

礼
割
合
の
見
直
し
の
要
請
が
あ
り
、
古
河

市
に
お
い
て
も
昨
年
10
月
に
見
直
し
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
制
度

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
域
産
業
の
活
性
化

や
市
の
知
名
度
向
上
に
繋つ

な
が
る
制
度
の
運

用
を
推
進
し
ま
す
。

第
５
章  

生
活
環
境

　
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
な
ど

の
照
明
器
具
に
つ
い
て
、
一
斉
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

タ
イ
プ
の
も
の
に
交
換
し
ま
す
。

　
「
古
河
市
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ

き
、
所
有
者
に
適
切
な
管
理
を
促
す
と
と

も
に
、
利
活
用
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
生

活
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

古
河
市
斎
場
の
火
葬
棟
お
よ
び
火
葬
炉

に
つ
い
て
、
長
年
に
渡
る
稼
働
に
伴
い
設
備

の
老
朽
化
が
著
し
く
、
大
規
模
な
改
修
が

必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
改
修
に
あ
た

り
、「
古
河
市
斎
場
施
設
改
修
計
画
」
を
策

定
し
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
十
分
配

慮
し
な
が
ら
施
設
の
最
適
化
を
進
め
ま
す
。

第
６
章  

都
市
基
盤

　

仁
連
地
区
の
新
産
業
用
地
開
発
事
業
に

つ
い
て
、
平
成
30
年
度
は
山
林
の
伐
採
や
整

地
工
事
、
調
整
池
の
整
備
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
開
発
と
並
行
し
て
、
仁
連
江
口

線
の
三
和
交
番
付
近
交
差
点
か
ら
仁
連
の

工
業
団
地
ま
で
の
区
間
を
先
行
整
備
し
ま
す
。

　
道
路
新
設
改
良
工
事
15
路
線
、
道
路
補

修
工
事
36
路
線
、
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁
補
修
工
事
4
橋
を

実
施
す
る
ほ
か
、
用
地
取
得
6
路
線
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
道
路
施

設
の
破
損
箇
所
を
早
期
に
発
見
し
計
画
的

に
補
修
を
行
う
た
め
に
、
橋
梁
点
検
お
よ

び
舗
装
修
繕
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

第
７
章  

行
財
政

　
現
在
、
耐
震
強
度
不
足
に
よ
り
利
用
を

制
限
し
て
い
る
総
和
庁
舎
の
旧
館
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
施
設
利
用
の
安
全

性
を
考
慮
し
施
設
を
解
体
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
解
体
に
関
す
る

調
査
や
設
計
を
行
い
、
平
成
31
年
度
に
解

体
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
す
で
に
策
定
済
み
の
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
基
本
方
針
お
よ
び
分
野
別
施
設
方

針
を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
の
適
正
配
置
に

関
す
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
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世界トップクラスの商用車メーカーとして知られる日野自動車株式会社が整備を進めて
いた古河名崎工業団地に立地する古河工場が、昨年９月、ついに本格稼働を開始しました。
明るい未来に向けて、マザー工場となる古河工場の理念や展望、今後の抱負などについ
て代表取締役 下

し も

義
よ し

生
お

社長と針谷力市長に語っていただきました。

明
る
い
未
来
に
向
け
、
古
河
市
と
共
に
羽
ば
た
く
企
業
に

「
メ
イ
ド
イ
ン
古
河
」
を
世
界
へ

針
谷　
つ
い
に
古
河
工
場
が
本
格
稼
働
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
ね
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

下　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
古
河
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
な
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
本
格
稼

働
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

針
谷　
平
成
22
年
に
用
地
取
得
決
定
を
お

知
ら
せ
い
た
だ
い
て
以
来
、
７
年
間
。

ず
っ
と
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

下　
わ
が
社
は
、
人
・
物
の
移
動
を
通
じ

て
世
界
中
の
人
々
を
支
え
て
い
ま
す
の

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
体
制
を
加
速
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
を
支
え
て
い
く
の
が
古
河
工
場
で

す
。
古
河
へ
の
工
場
移
転
に
併
せ
て
、
体

制
の
見
直
し
、
新
技
術
の
導
入
を
進
め
て

き
ま
し
て
、
よ
う
や
く
大
型
車
・
中
型
車

の
全
量
を
古
河
で
生
産
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
古
河
工
場
は
世
界

一
き
れ
い
な
車
両
組
立
工
場
だ
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

針
谷　
全
量
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
が

あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
日
野
自
動
車
の
大

き
な
ト
ラ
ッ
ク
は
全
部
「
メ
イ
ド
イ
ン
古

河
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

下　
は
い
。
大
型
中
型
の
完
成
車
は
、
す

べ
て
古
河
で
組
み
立
て
て
い
ま
す
。
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会社は企業市民として、社員は古河市民として
もっと地域に溶け込んでいきたい。

下　
古
河
工
場
は
「
３
つ
の
や
さ
し
い
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
お
り
ま
し
て
、
働

き
手
と
環
境
、
そ
し
て
地
域
に
や
さ
し
い

工
場
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　
で
き
る
だ
け
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
な
い
よ
う
、
地
域
振
興
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

針
谷　
市
の
行
事
へ
の
協
賛
、
隣
接
す
る

小
学
校
・
中
学
校
へ
の
図
書
の
寄
贈
や
交

通
安
全
教
室
の
開
催
。
ま
た
、
通
学
路
で

の
立
哨
活
動
を
毎
日
行
う
な
ど
、
多
く
の

ご
配
慮
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

会
社
も
社
員
も
市
民
と
し
て

針
谷　
古
河
市
で
は
、
周
辺
の
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
企
業
立
地
促
進
奨
励

金
な
ど
で
支
援
し
な
が
ら
、
転
勤
さ
れ
る

社
員
の
皆
さ
ん
も
ケ
ア
で
き
る
よ
う
努
め

て
き
ま
し
た
。
古
河
市
内
見
学
会
の
開
催

や
日
野
工
場
に
伺
っ
て
の
説
明
会
な
ど
も

そ
の
一
環
で
す
。

　
日
野
自
動
車
の
社
員
限
定
で
は
な
い
で

す
が
、
定
住
促
進
奨
励
金
は
、
社
員
の
皆

さ
ん
の
転
勤
を
念
頭
に
置
か
せ
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

下　
古
河
市
へ
の
転
勤
を
不
安
に
思
っ
て

い
た
社
員
が
い
ま
し
た
の
で
、
ご
配
慮
い

た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。
正
社
員
だ
け
で
も
１
３
０
０
人
く

ら
い
の
移
転
で
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま

で
、
ほ
と
ん
ど
の
社
員
が
古
河
へ
の
転
勤

　
現
在
は
、
昼
夜
の
二
交
代
で
生
産
し
て

い
る
の
で
、
一
日
に
約
２
０
０
台
の
完
成

車
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
組
み
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
海
外
向
け
に
梱こ

ん
ぽ
う包
し
て

い
る
の
も
古
河
工
場
で
す
。
世
界
中
で

「
メ
イ
ド
イ
ン
古
河
」
の
日
野
の
ク
ル
マ

が
走
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
に
や
さ
し
い
工
場

針
谷　
夜
間
に
生
産
す
る
た
め
に
、
法
の

規
制
以
上
の
厳
し
い
基
準
で
生
産
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

を
了
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
実
際
に
古
河

で
暮
ら
し
始
め
た
社
員
か
ら
は
、
生
活
面

で
も
便
利
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

針
谷　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
や

少
子
高
齢
化
は
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
人
口
減
少
は
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体

に
と
っ
て
切
実
な
問
題
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
古
河
市
も
人
口
は
減
っ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
度
に
関
し
て
は
、
転
出

す
る
人
よ
り
も
転
入
す
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
野
自
動
車
の
社

員
や
家
族
が
転
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
が
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

下　
会
社
は
企
業
市
民
と
し
て
、
社
員
は

文
字
通
り
古
河
市
民
と
し
て
、
も
っ
と
地

域
に
溶
け
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
急
に
人
数
が
増
え
た
の
で
、
地
域

に
よ
っ
て
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
し
て
い
る

ん
で
す
。

下義生氏Profile:

昭和56年に日野自動車
工業(現日野自動車)に入
社後、商品開発や海外
営業に携わる。平成27
年専務役員、平成28年
4月からはトヨタ自動車
常務役員として活躍さ
れ、平成29年6月から
取締役社長、現在に至る。

9   -  広報古河　2018.4



住
み
や
す
く
働
き
や
す
い
ま
ち
に

針
谷　
若
い
世
代
の
市
民
は
、
都
市
の
活

力
そ
の
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
若
い
世

代
の
定
住
促
進
を
施
策
の
柱
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
子
ど
も
へ
の
医
療
費
助
成
に

関
し
て
言
う
と
、
日
野
市
や
八
王
子
市
の

ほ
か
、
近
県
の
自
治
体
で
も
幼
児
や
児
童

の
医
療
費
が
無
料
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
4
月
か
ら
古
河
市
で
も
、

中
学
3
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
を
無
料
に
し
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
を
保
育
所
に
預
け
ら
れ
な
い

と
な
る
と
、
せ
っ
か
く
働
く
場
所
が
増
え

て
も
働
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
上
辺
見
保
育
所
の
建
て
替
え
を
行

い
、
園
児
の
定
員
を
増
や
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。

下　
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
市
民
も
あ

り
が
た
い
で
し
ょ
う
ね
。
古
河
工
場
に
お

い
て
も
、
昨
年
１
月
か
ら
「
ト
ン
ト
ン

キ
ッ
ズ
・
こ
が
」
と
い
う
名
前
で
企
業
内

託
児
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
社
員
が
働
き
や
す
い
と
思
え
る
環
境
づ

く
り
は
、
こ
れ
か
ら
特
に
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

針
谷　
予
算
の
問
題
な
ど
で
一
度
に
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
地
方
創
生
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
、
誰
も
が
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

古
河
市
と
共
に
羽
ば
た
く

下　
わ
が
社
の
使
命
は
「
人
、
そ
し
て
物

の
移
動
を
支
え
、
豊
か
で
住
み
よ
い
世
界

と
未
来
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
が
し
っ
か
り
と
働
き

続
け
る
た
め
の
「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
」

を
通
じ
て
、
世
界
中
の
人
々
の
生
活
を
支

え
て
い
く
と
と
も
に
、
古
河
市
の
一
助
に

も
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
な
ど
市
内
の
活
性
化
に
も
貢
献
で

き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

針
谷　
市
内
に
は
、
日
野
自
動
車
以
外
に

も
日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
工
場
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
企
業
と
一
緒
に
さ
ら
に
ご
活

躍
い
た
だ
き
、
古
河
市
も
共
に
羽
ば
た
い

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

下　
ぜ
ひ
そ
う
な
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

針
谷　
こ
ち
ら
こ
そ
。
関
連
企
業
も
含
め

て
古
河
市
を
舞
台
に
飛
躍
い
た
だ
け
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地方創生時代にふさわしい、誰もが住みやすく働きやすいまちへ
市内にある日本を代表する企業と共に古河市を舞台に飛躍してもらいたい。

 広報古河　2018.4  -   10



若者・子育て世帯定住促進奨励金

　

　

地域貢献の紹介
地域のために継続されている

転入者奨励金
平成24年1月1日以降に転入し、住宅や
マンションを取得した若者・子育て世帯
に最大150万円の奨励金を交付します。

【対象】
①②いずれかを満たす世帯
①本人または配偶者が39歳以下の世帯
②15歳以下の者を養育する世帯

【交付金額】
・新築住宅を取得
　①転入者住宅取得奨励金　　40万円
　②市内業者施工奨励金　　　10万円
　③保留地取得奨励金　　　 100万円
・中古住宅を市内業者から取得
　①転入者住宅取得奨励金　　40万円
　②保留地取得奨励金　　　 100万円

対象条件や申込方法など、詳細は問い合わせください。
【問】企業誘致・定住促進室(古河庁舎)　℡22-5111

　
交通安全教室

日野文庫

大型トラックの内
輪差による巻き込
み事故の実演や死
角の確認を通じ、
子どもたちへ交通
安全の啓発活動を
しています。

名崎小学校と三和
東中学校に図書を
寄贈しています。
たくさんの図書が
生徒たちに愛され
大切に読まれてい
ます。

市の行事への協賛のほか美化運動の実施、隣接する小学
校・中学校に対してもさまざまな活動が行われています。

平成32年12月31日まで延長！

　　　定住をサポート

【申請期間】
住宅取得または住定日等いずれか遅い日
から6カ月以内
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　市では、妊娠初期から子育て期まで切れ目のない支援
に取り組んでいます。
　支援の一環として、4月1日から産婦健康診査事業と
新生児聴覚検査事業を開始しました。

【問】健康づくり課(古河福祉の森会館)　℡48-6881

　産婦健康診査

　産後、お母さんのこころとからだには大きな変
化がみられます。心身共に順調に回復している
か、授乳はうまくいっているかなどを確認し、早
めに必要なサポートが受けられるようにするため
の健診です。
　「産婦健康診査」を受けて、産後の健康状態を
チェックしましょう。
対象　次の①②を満たす産婦
①平成30年4月1日以降に出産した、産後１カ月
以内の人
②受診日において古河市に住所を有すること
※産婦健康診査受診票を交付します。
産婦健康診査受診票
・平成30年4月1日以降に母子健康手帳を申請し
た人には、母子健康手帳と一緒にお渡しします
・平成30年3月31日までに母子健康手帳の交付
を受けた人には郵送します
受診場所　市が委託した医療機関
※委託以外の医療機関でも受診はできますが、
いったんは全額支払いをし、後日健康づくり課へ
助成金を請求してください。
検査内容
・一般健康診査(体重、血圧測定、母体の回復状
況など)
・心の健康チェック(問診、メンタルチェックな
ど)
助成額　上限5,000円
助成回数　対象者1人につき2回まで
(時期は、おおむね産後2週間と産後1カ月ごろ)

　生まれてくる赤ちゃんの中には、生まれつき耳
の聞こえ(聴覚)に障がいがある場合があります。
早期に発見して適切な治療・援助をしてあげるこ
とが赤ちゃんのことばとこころの成長のためにと
ても大切です。
　聞こえ(聴覚)の障がいは気づきにくいため「新
生児聴覚検査」を受けましょう。
対象　次の①②を満たす新生児
①平成30年4月1日以降に生まれた、生後3日か
ら1週間までの新生児
②受診日において古河市に住所を有すること
※新生児聴覚検査受診票を交付します。
新生児聴覚検査受診票
・平成30年4月1日以降に母子健康手帳を申請し
た人には、母子健康手帳と一緒にお渡しします
・平成30年3月31日までに母子健康手帳の交付
を受けた人には郵送します
受診場所　市が委託した医療機関
※委託以外の医療機関でも受診はできますが、
いったんは全額支払いをし、後日健康づくり課へ
助成金を請求してください。
検査内容　自動聴性脳幹反応検査(AABR)または
耳音響放射(OAE)による聴覚検査
※医療機関によって検査方法は異なります。
助成額　上限3,000円
助成回数　原則1回まで
※初回の検査で再検査(リファー)となった場合
は、再検査費も1回限り助成。

　新生児聴覚検査

赤ちゃんを迎えたご家庭へ

産婦健康診査事業
新生児聴覚検査事業を
はじめました
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　市では、効率的な組織を構築し、事務事業を円滑に実施することにより
市民サービスの向上に努めています。
　これまでの10部50課11室から、平成30年度は10部51課12室になり
ます。今回は、変更した部署のご案内をします。

【問】職員課(総和庁舎)　℡92-3111

　組織の新設 　組織の再編・課名変更

「福祉推進室」の設置
　市民の安心の基盤である保健、医療、福祉
事業の連携・協働の促進や、地域の中で住民
同士が互いに助け合い支え合う「地域共生社
会」の実現に向けたしくみづくりなど、直面
している課題に対して、包括的な観点から福
祉施策の立案・運営を進めるために「福祉推
進室」を福祉総務課(健康の駅)内に設置しま
した。

　　　　　　　消防防災課
　　　　　　　総和庁舎　℡92-3111
　　　　　　　業務内容：防災、消防団
　　　　　　　
　　　　　　　交通防犯課　
　　　　　　　総和庁舎　℡92-3111
　　　　　　　業務内容：交通安全、防犯、
　　　　　　　　　　　　空き家対策

②生活保護課 → 社会福祉課
　　　　　　　  健康の駅　℡92-4960

③教育環境整備課 → 学校教育施設課
　　　　　　　　　  古河庁舎　℡22-5111

④施設管理課 → 社会教育施設課
　　　　　　　  中央公民館内　℡92-4501 

総務大臣表彰(統計功労者)

古橋　文子さん
(64歳、横山町)

労働力調査

宇津木　三郎さん
(90歳、原町)

平成28年経済センサス
－活動調査(指導員)

遠藤　忠さん
(69歳、駒羽根)

平成28年経済センサス
－活動調査(調査員)

①防災交通課
→

→

▲総和庁舎

全国大会出場

第29回全日本
ベンチプレス選手権大会

内村政夫さん、武田大輔さ
ん、櫻井美幸さん、森真人さ
ん(BIGGUNS)

4月1日から
組織機構の一部が変わります

　組織の所在地変更
スポーツ振興課
　古河庁舎
　　↓
古河はなもも体育館(中央運動公園体育館)
℡92-0555
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市公式ホームページを
　全面リニューアル

主な変
更点

①ゲートウェイページの導入

②イメージで伝わる大きなナビゲーション

　「古河市」で検索をすると、行政・観光情報やプロモーションサイト、動画サイトが別々に表示されていま
した。今回、それらのページを一括表示するゲートウェイ(玄関)ページを設けることで、目的のサイトへのス
ムーズな案内が可能になりました。

③便利な検索サービス

転入・転出、
妊娠・出産などの

チェック項目を選ぶだけで
必要な手続きが案内

されます。

手続きナビ ごみの出し方

ごみ出しカレンダーだけ

でなく、地区別の収集日から

捨てる品目が検索

できます。

ぐるりん号の時刻表や
路線図、バスロケーションシステム

を閲覧することができます。

ぐるりん号時刻表

この検索枠からサイト内の

検索が可能になります

ここをクリックすると

分野別の検索ページが

表示されます

　「暮らし・手続き」「子育て・学校」「健康・福
祉」「市政・まちづくり」などの情報を検索する
ためのボタンを大きく見やすく、イメージしやす
い構成にしました。また、キーワード検索枠も大
きく見やすい表示にしました。

　目的別に探しやすい検索サービスです。
「手続きナビ」や「ごみの出し方」検索はチェッ
ク項目をクリックするだけで目的とするページが
表示されます。

このボタンをクリック
すると目的とするサイトに

アクセスできます

観光協会や動画サイトに
簡単にアクセスできます

　市では、3月8日に市公式ホームページをリ
ニューアルし、皆さんが知りたい情報をより見や
すく、探しやすいサイトにしました。
　ぜひ、ご利用ください。

【問】秘書広報課(総和庁舎)　℡92-3111
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・食生活を整える
　食生活が乱れると生活リズムも乱れ、心とからだ
の変調につながります。家族や友人など気心の知れ
た人とゆっくり楽しく食べることもお勧めです。
・飲酒は適量を
　適度な飲酒はリラックス効果をもたらしますが、
過度の飲酒は睡眠の質を低下させます。
　また、嫌なことを忘れ
るために飲むお酒は過度
になりがちです。楽しい
飲酒を心がけましょう。

心とからだを元気に(その2)
【ストレスとの付き合い方①】

古河市三和ふるさとの森
バーベキュー施設を
ぜひご利用ください

　これからどんどん緑も濃くなり暖かくなってき
ますね。屋外バーベキューもシーズンを迎えます
よ。「ふるさとの森」にはバーベキュー施設が充
実しているのをご存じですか。
　自然の森の中に、５つの炉や炊事場があり、
バーベキューのセットの貸し出しや炭も用意して

います。食材だけお持ちになれば気軽に楽しめま
すよ。
　近くには遊具施設や芝生広場もあり、施設も広
いので、家族や団体での利用もお待ちしています。

【問】ふるさとの森管理事務所　℡77-3813

　適度なストレスは生活に張りを与えますが、心と
からだの健康を保つためには、ストレスと疲れをた
め過ぎないことが大切です。今回は、ストレスと上
手に付き合うための生活習慣を紹介します。

人間関係での心がけ
・言いたいことを我慢せず、状況をみながら自己主張
　他人とうまくやっていく上では必要不可欠です。
・自分は自分、他人は他人
　考え方や価値観は他人と違って当たり前です。
・他人のことばを深読みしない
　深読みし過ぎる人ほどストレスがたまりがちです。
・自分へのハードルを高くしすぎない
　責任感が強く、「こうすべきだ」と決めつけてし
まう人ほど自分を追いこんでしまいます。

食生活を見直しましょう

　次回の健康百科は【ストレスとの付き合い方②】
です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康づくり課
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　　　　梅田 文雄 さん(東・75歳)

伝統工芸「竹工画」に魅せられて

「
飛
び
出
す
絵
」
に
感
動
し

　
梅
田
さ
ん
が
竹
工
画
を
始
め
た

の
は
２
０
０
４
年
。
市
内
で
制
作

活
動
を
し
て
い
た
浅
野
宗
一
郎
さ

ん
、
野
沢
貞
夫
さ
ん
と
の
出
会
い

で
し
た
。

　
竹
工
画
を
見
た
最
初
の
印
象
は

ま
る
で
飛
び
出
す
絵
。
立
体
感
を

出
す
た
め
に
焼
き
目
を
付
け
た

り
、
竹
の
削
り
方
を
変
え
た
り
し

て
、
被
写
体
の
温
度
感
を
表
現
し

て
い
る
作
品
ば
か
り
。
そ
の
繊
細

な
技
法
と
二
人
の
作
品
の
美
し
さ

に
衝
撃
を
受
け
た
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

　
手
先
を
使
う
細
か
い
作
業
が
好

き
な
こ
と
も
あ
り
、
市
民
講
座
に

参
加
す
る
う
ち
に
竹
工
画
に
の
め

り
込
ん
で
い
っ
た
梅
田
さ
ん
。
野

沢
さ
ん
と
出
会
っ
て
弟
子
入
り
し
、

本
格
的
に
竹
工
画
を
学
び
始
め
ま

し
た
。

細
部
ま
で
丹
精
込
め
て

　
竹
の
伐
採
か
ら
加
工
・
販
売
ま

で
、
梅
田
さ
ん
は
全
て
の
工
程
を

一
人
で
行
い
ま
す
。
使
用
す
る
の

は
８
～
９
カ
月
ほ
ど
の
孟も

う
そ
う
だ
け

宗
竹
や

真ま

竹だ
け

。
不
要
な
部
分
を
切
り
落
と

し
乾
燥
さ
せ
た
後
、
紫
外
線
を
避

　竹工画をご存じですか。竹をさまざまな大きさや厚さに細工
し、それらを使って絵や文字を表現する伝統工芸です。
　この道14年になる梅田さんは、高度な技術と作品が評価され、
2月20日に茨城県伝統工芸士として認定されました。竹工画を
始めたきっかけや活動内容を伺いました。

け
て
保
管
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
小
さ
く
カ
ッ
ト
し
た

り
濃
淡
を
表
現
す
る
た
め
に
焼
き

目
を
入
れ
た
り
し
ま
す
。
手
先
の

わ
ず
か
な
加
減
が
作
品
の
完
成
度

を
左
右
す
る
こ
と
か
ら
「
竹
工
画

は
単
に
パ
ー
ツ
を
貼
り
合
わ
せ
た

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
」

と
話
す
梅
田
さ
ん
の
苦
労
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
梅
田
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー

は
伝
統
と
革
新
の
バ
ラ
ン
ス
。
学

ん
だ
材
質
選
び
や
加
工
方
法
を
継

承
し
つ
つ
、
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
イ
ラ
ス
ト
風
の
作
品

作
り
を
試
み
る
な
ど
、
遊
び
心
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
増
え
て
い
る
の
は
家
紋
作

り
。
高
い
技
術
を
駆
使
し
た
緻
密

な
作
業
で
、
依
頼
者
を
喜
ば
せ
て

い
ま
す
。

竹
工
画
の
魅
力
を
後
世
へ

　
多
く
の
人
に
竹
工
画
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
伝
統
工
芸
品
と
し

て
教
室
や
展
示
会
を
多
方
面
に
拡

大
し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
最
大
の
魅
力
は
温
も
り
と
遠

近
感
を
表
現
で
き
る
と
こ
ろ
。
私

は
60
歳
を
過
ぎ
て
始
め
ま
し
た

が
、
若
い
人
た
ち
に
も
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
そ

の
技
や
魅
力
を
次
の
時
代
へ
継
承

す
る
人
が
増
え
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
話
す
匠た

く
み
の
優
し

い
ま
な
ざ
し
が
印
象
的
で
し
た
。

▲七福神は、これまで手掛けた作品の中で最もお気に入
りの自信作の一つ。今にも福が訪れそうですね
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今月の古河っ子

小見山溢
い つ

喜
き

 くん

 ( 1歳6カ月・東山田 )

　歌とダンスとお兄ちゃんと遊ぶ事

が大好きな溢喜くん★大好きな、は

なかっぱの歌が流れるとお尻を振っ

て笑顔で踊っています♥これからも

スクスク元気に育ってね(≧∀≦)

(父：正行、母：美幸)

齋藤理
り く

玖 くん

 ( 2歳4カ月・原町 )

　優しく、元気いっぱいの理玖。病

気もせず育ってくれていることに

日々感謝です。妹も生まれお兄ちゃ

んぶりを発揮しています。いつまで

も素直に育ちますように♥
(父：翼、母：詩織)

渡邉千
ち

優
ひ ろ

 くん

 ( 2歳4カ月・下辺見 )

　いつも元気いっぱいな千優！　

日々の成長がとても楽しみだよ☆大

好きなアンパンマンのように人を思

いやれる優しい心を持った人になっ

てね♫いつもたくさんの笑顔をあり

がとう♥(父：拓也、母：亜紀子)

お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メー
ルのタイトルを「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住
所・電話番号」を明記し、hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp( 秘書広報課)へ申し込みください♪

柳田悠
は る

希
き

 くん

 ( 2歳5カ月・西牛谷 )

　お絵かき、トミカ、歌、絵本、ご

はんが大好き！　おはなしも少しず

つ上手になってきたね。大好きなも

のに囲まれて、悠希の笑顔の花がた

くさん咲きますように♪

(父：康孝、母：江利)

高橋永
と う

煌
あ

 くん

 ( 2歳4カ月・女沼 )

　未熟児で生まれたとうあ。今では

やんちゃで３人のお兄ちゃんと元気

に遊んでいます♥これからもそのか

わいい笑顔でみんなを癒やしてね♥
そしてこれからも元気に育ってね♥
(父：保、母：幸枝)

三木結
ゆ の

葉
は

 ちゃん

 ( 9カ月・中田 )

　おてんばで暴れん坊のゆのは。い

つもニコニコで愛
あい

嬌
きょう

のあるゆのはに

パパとママは元気をもらっている

よ！　これからも明るく元気に、周

りのみんなを笑顔に出来る子に育っ

てね♥(父：伸泰、母：架奈絵)
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せ
ん
の
で
、
素
材
と
な
る
も
の
を
手
に

入
れ
て
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
で
加
工
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。　

　
黒こ

く
よ
う
せ
き

曜
石
や
、
チ
ャ
ー
ト
・
珪け

い
し
つ
け
つ
が
ん

質
頁
岩

と
呼
ば
れ
る
石
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
石
は
、
衝
撃
を
与
え
て
割
る
と
ナ
イ

フ
の
よ
う
に
鋭
利
な
面
を
得
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
彼
ら
の
狩
猟
道
具
の
素
材
の

一
つ
に
選
ば
れ
、
多
様
な
「
石
器
」
と

呼
ば
れ
る
道
具
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　
こ
の
石
器
の
一
つ
に
、
細さ

い
せ
き
じ
ん

石
刃
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
狩
猟
の
た

め
の
道
具
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

サ
イ
ズ
は
、
長
辺
20
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
～

30
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
、
短
辺
は
10
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
石

器
で
す
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
使
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
カ
ミ
ソ

リ
」
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
最
近
で
は
４
枚
刃
、
５
枚
刃
と
、

刃
を
重
ね
た
切
れ
味
の
よ
い
モ
ノ
も
あ

る
よ
う
で
す
。
細
石
刃
は
、
実
は
こ
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
使
わ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
縦
方
向
に
複
数
の
細
石
刃

を
並
べ
て
、
木
や
骨
製
の
棒
状
の
も
の

の
側
面
に
差
し
込
み
、
こ
れ
を
槍や

り

の
よ

う
に
投
げ
た
り
、
突
き
刺
し
た
り
し

て
、
動
物
を
捕
ら
え
た
の
で
は
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
単
純
に
刺
す
よ
り
も

殺
傷
能
力
が
高
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

考
え
た
だ
け
で
も
、
痛
そ
う
で
す
ね
。

古
河
に
残
る
痕
跡

　
稲
宮
地
内
に
あ
る
行ぎ

ょ
う

屋や

西に
し

Ａ
・
Ｂ
遺

跡
。
こ
こ
は
、
彼
ら
の
生
き
た
「
旧
石

器
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
の
様
子
が

垣
間
見
え
る
場
所
の
一
つ
で
す
。
彼
ら

の
使
っ
た
木
・
骨
製
の
道
具
は
、
長
い

時
間
の
間
に
分
解
さ
れ
て
、
今
は
ほ
と

ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
石

で
出
来
た
も
の
は
形
を
そ
の
ま
ま
に
発

見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

び
、
こ
の
遺
跡
の
地
表
で
見
つ
か
っ
た

石
器
群
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
資
料

が
、
古
河
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
市
内
で
見
つ
か
っ
た
石
器
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
遥は

る

か
昔
、

ハ
ン
タ
ー
た
ち
が
使
っ
た
道
具
。
気
に

な
っ
た
人
は
ぜ
ひ
、『
総
和
町
史
通
史

▲行屋西A遺跡で見つかった細石刃(左)、行屋西B遺跡で見つ
かった細石刃(右)

編(

原
始
・
古
代
・
中
世)

』
を
手
に

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
残
念
な
が
ら
、
私
の
モ
ン
ス
タ
ー
狩

り
は
ま
だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。
資
料

の
整
理
と
い
う
ク
エ
ス
ト
が
残
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
…
。

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
谷
中
渓

古
河
に
も
い
た
！　
太
古
の
ハ
ン
タ
ー
た
ち

　
こ
の
と
こ
ろ
、
と
あ
る
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
が
流は

や行
っ
て
い
る
ら
し
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち

が
協
力
し
て
、
恐
竜
や
モ
ン
ス
タ
ー
を

狩
る
の
だ
と
い
う
。
私
は
ま
だ
体
験
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
は
、
古
河
に
も
い
た
、

ハ
ン
タ
ー
た
ち
の
様
子
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
時
は
、
今
か
ら
１
万
年
以
上
前
。
古

河
に
は
、
ま
だ
古
河
と
い
う
名
前
す
ら

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
現
在

の
古
河
市
域
に
、
当
時
す
で
に
人
が
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
分
か
る
の

か
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
使
っ
た
で
あ
ろ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が
残
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。

ハ
ン
タ
ー
が
使
っ
た
道
具

　

こ
の
こ
ろ
、
人
々
は
主
に
狩
猟
に

よ
っ
て
、
食
べ
る
も
の
を
得
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の

た
め
の
道
具
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
宝
箱
を
開
け
て
道
具
を
手

に
入
れ
る
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
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【児童書・小説】 
ねこの町のダリオ写真館

小
こ

手
で

鞠
ま り

るい　作
　ねこの町にあるダリオ写真
館のダリオさんは、おじいさ
んから受けついだ古い写真館
をひとりで守っています。そ
こへやってきたのは、犬の親
子。緊張気味の娘のケイトを
リラックスさせるためにダリ
オさんが考えたアイデアと
は？ 出版社…講談社

【絵本】 
NEWウォーリーをさがせ！
きえた名画だいそうさく！
マーティン・ハンドフォード  作
　悪党仲間の美術館、毎日が
オリンピックのスポーツの国
…。ごったがえす人ごみのな
かに、ウォーリーがいるよ。
名画捜索の旅をしながら、
ウォーリーと仲間たちをさが
そう！
 出版社…フレーベル館

【一般書・小説】 
ミ・ト・ン

小川糸
い と

　著
　波乱に満ちながらも慎

つ つ

ま
しく温かい生涯を送ったマ
リカのそばには、いつも美
しいミトンがあった。小説
と版画が紡ぎだす愛

い と

しい物
語。作品のモデルとなった
国ラトビアを旅するイラス
トエッセイも収録。
 出版社…白泉社

【一般書・小説】 
サンショウウオ戦争

カレル・チャペック　著
　スマトラ島の西、タナマ
サ島という小さな島で、船
長はサンショウウオと出会
う。やがて、世界中で労働
力として使われるように
なったサンショウウオは、
自らの生存権をかけて、人
類に戦いを挑み…。
 出版社…海山社

古河図書館

古河市の玄関口であるJR古河駅西口の昭和31年頃の風景です。
当時は電車ではなく汽車が走っており、駅前のロータリーもあ
りませんでした。写真には写っていませんが引き馬車も駅にい
たそうです。「美容院」ではなく「美粧院」という看板には時
代の移ろいを感じます。

提供：鈴木路雄氏
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子育て
情報

よ
ち
よ
ち
ク
ラ
ブ
講
演
会

「
ラ
ク
で
楽
し
い
母
乳
育
児

を
」
＆
会
の
説
明
会

　
古
河
自
然
育
児
の
会
よ
ち
よ

ち
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
月
講
師
を

お
呼
び
し
て
お
は
な
し
会
を
し

て
い
ま
す
。｢

心
と
か
ら
だ
に

や
さ
し
い
子
育
て｣

を
学
び
な

が
ら
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
４
月
18
日(

水)

10
時
～
12
時

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

対
象　

妊
婦
、
乳
幼
児
の
親

子
、
祖
父
母
世
代
の
人

費
用　
一
般
８
０
０
円

※
見
学
は
１
回
の
み
無
料
。

講
師　
伊
東
厚
子
氏(
小
山
自

然
育
児
相
談
所
長)

申
込
・
問　
よ
ち
よ
ち
ク
ラ
ブ

(

担
当
：
桑こ

折お
り)

℡
０
９
０
‐
６
５
８
７
‐

７
７
７
３

yochiyochiclub@
gm
ail.

com「
マ
マ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
」

子
育
て
中
の
マ
マ
集
ま
れ
！

　
子
育
て
中
の
マ
マ
を
応
援
す

る
「
マ
マ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
」
が
、

遊
ん
で
学
ん
で
知
り
合
う
広
場

を
企
画
し
ま
し
た
。「
マ
マ

だ
っ
て
、
学
び
た
い
！　
話
し

た
い
！　

聞
き
た
い
！
」。
自

分
の
た
め
の
自
由
時
間
を
一
緒

に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
託
児
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と

日 月 火 水 木 金 土
4/1 2 3 4 5 6 7
西 西 西 西 西 赤 西
8 9 10 11 12 13 14
友 西 古 西 西 赤 西
15 16 17 18 19 20 21
西 西 西 西 西 赤 西
22 23 24 25 26 27 28
赤 西 古 西 西 赤 西
29 30 5/1 2 3 4 5
西 西 西 西 西 赤 西
6 7 8 9 10 11 12
西 西 古 西 西 赤 西

＊医療機関
西：茨城西南医療センター病院　(境町2190　℡87-8111)
友：友愛記念病院　(東牛谷707　℡97-3000)
赤：古河赤十字病院　(下山町1150　℡23-7111)
古：古河総合病院　(鴻巣1555　℡47-1010)
＊診療時間
月曜日～土曜日：18時～23時
日曜日・祝日　：9時～16時
＊対象年齢　15歳未満　
※小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救
急医療を行っています。受診する際は、医療機関に必
ず事前に電話でご相談ください。実施時間外の受診に
ついては、筑波メディカルセンター病院(℡029-851-3511)でも小児救急に対応しています。
＊茨城子ども救急電話相談　
　受付時間　月曜日～土曜日：18時30分～翌日8時
　　　　　　日曜日・祝日・年末年始 （12/29～1/3）：8時～翌日8時
　電話番号　プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは局番なしの ｢#8000｣
　　　　　　すべての電話からは　℡029-254-9900
＊救急医療情報コントロールセンター　℡029-241-4199
　休日や夜間に救急対応している小児科の医療機関をお探しのときは、問い合わせください。

小児救急医療輪番表

自
分
を
見
つ
め
る
時
間
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日　
５
月
15
日(

火)

・
29
日

(

火)

、
６
月
12
日(

火)

・
26
日

(

火)

、
７
月
10
日(

火)

［
全
５

回
］

時
間
　
10
時
～
12
時

場
所　
つ
つ
み
公
民
館

対
象　
６
カ
月
～
未
就
園
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
全
日
程
出
席

で
き
る
人
。
妊
娠
中
の
人
も
参

加
で
き
ま
す

定
員　
10
組
程
度(

多
数
抽
選)

費
用　
各
回
３
０
０
円

内
容　

子
育
て
応
援
「
遊
ん

で
、
学
ん
で
知
り
合
う
広
場
」

①
親
子
あ
そ
び

②
保
護
者
の
た
め
の
交
流
会
、

お
話
し
会

申
込
期
限　
４
月
15
日(

日)

※
タ
イ
ト
ル
に
「
マ
マ
ン
ラ
ウ

ン
ジ
申
し
込
み
」
と
入
力
。
本

文
に
は
、
住
所
、
保
護
者
と
子

ど
も
の
氏
名
、
子
ど
も
の
年
齢

(

月
齢)
、
昼
間
連
絡
の
取
れ
る

電
話
番
号
を
記
載
。

申
込
・
問　
古
河
親お
や
楽が

く
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
会
「
マ
マ
ン
ラ

ウ
ン
ジ
」(

担
当
：
落
合)

m
am
an_lounge_koga@

yahoo.co.jp

古
河
伝
統
文
化

親
子
い
け
ば
な
教
室

期
間
　
６
月
24
日(

日)

～
平
成

31
年
1
月
27
日(

日)

［
全
７
回
］

時
間　
９
時
～
12
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
小
学
１
年
生
～
６
年
生

（
保
護
者
参
加
可
）

定
員　
30
人

費
用　
６
千
円(

花
材
代)

申
込
　
４
月
29
日(

日
・
祝)

ま

で
に
講
師(

豊
田
ふ
く)

宅
へ
申
し

込
み

℡

３
１
‐
２
３
６
４

問　

生
涯
学
習
課
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健康づくり事業� 問　健康づくり課(古河福祉の森会館)℡48-6881

9～11カ月健診(無料)を
受けましょう
　乳児一般健康診査受診票(水色)
を使用して医療機関で受けられま
す。
問　健康づくり課(古河福祉の森
会館)℡48-6881

教室 内容 場所 期日 時間 受付時間

離乳食教室
(予約制)

離乳食の進め方や作り方についてのお話
※試食(初期のもの)あり。 健康の駅

4/25(水)
10時～
11時30分

4/3 (火)～11(水)
定員20組(多数抽選)

5/30(水) 5/8 (火)～16(水)
定員20組(多数抽選)

相談 内容 場所 期日 時間

発達相談
(予約制)

言葉が遅い、身体の動きが気になる等、
乳幼児の心理や発達に関する個別相談

健康の駅 4/10(火)

9時20分～15時30分古河福祉の森会館 4/23(月)
古河福祉の森会館 5/7(月)
健康の駅 5/15(火)

乳幼児健康相談 育児相談・身体計測
(母子健康手帳持参)

古河福祉の森会館 4/11(水) 乳児(1歳未満)
9時30分～10時30分
幼児(1歳以上)
10時～10時30分

健康の駅 4/16(月)
三和地域福祉センター 4/17(火)

乳幼児健康診査 対象 場所 期日 受付時間

3～4カ月児健診
H29年12月1日～H30年1月17日生まれ 三和地域福祉センター 4/17(火)

13時～13時45分

H29年12月6日～H30年1月4日生まれ 健康の駅 4/24(火)
H29年12月6日～H30年1月6日生まれ 古河福祉の森会館 4/26(木)

1歳6カ月児健診

H28年9月1日～9月30日生まれ 古河福祉の森会館 4/18(水)
H28年9月1日～9月30日生まれ 健康の駅 4/25(水)
H28年9月1日～10月3日生まれ 三和地域福祉センター 4/27(金)
H28年10月1日～10月31日生まれ 古河福祉の森会館 5/9(水)

3歳児健診
H27年3月1日～3月25日生まれ 健康の駅 4/19(木)
H27年3月1日～4月10日生まれ 古河福祉の森会館 4/20(金)
H27年3月1日～4月15日生まれ 三和地域福祉センター 5/8(火)

おはなし会・読み聞かせ
期日 時間 場所 実施団体

4/4(水) 10時30分～11時10分 三和図書館 おはなしの会もこもこ

4/7(土)
13時30分～14時30分 ユーセンター総和 どんぐりころころ
14時～15時 中央公民館 おはなしの会赤とんぼ
14時～ 古河図書館 おはなしの会ぐりとぐら

4/8(日) 15時～ 古河図書館 おはなしの会赤とんぼ

4/14(土)
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～15時 中田公民館 おはなしの会赤とんぼ
14時～ 古河図書館 あけぼの会

4/15(日) 13時30分～14時30分 ユーセンター総和 さくらんぼ

4/21(土) 14時～14時40分 三和図書館 おはなしの会赤とんぼ
14時～ 古河図書館 千里草の会

4/28(土)
13時30分～14時30分 ユーセンター総和 おはなしの会赤とんぼ
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～ 古河図書館 みどりの会

5/2(水) 10時30分～11時10分 三和図書館 おはなしの会もこもこ

5/5(土・祝) 13時30分～14時30分 ユーセンター総和 どんぐりころころ
14時～15時 中央公民館 おはなしの会赤とんぼ

5/12(土)
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～15時 中田公民館 おはなしの会赤とんぼ
14時～ 古河図書館 あけぼの会

5/13(日) 15時～ 古河図書館 おはなしの会赤とんぼ
　問　古河図書館℡32-5299　三和図書館℡75-1511
　　　中央公民館℡92-4501　ユーセンター総和℡31-3211
　　　中田公民館℡48-1852

駅前子育て広場臨時休館
期日　4/11(水 )12時～18時、
4/22(日)終日
※自動交付機のみ利用可。
問　駅前子育て広場℡23-4120
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　2月14日・16日に、古河市民大学「蔵元に学
ぶ酒造りと利き酒体験」が開催されました。
　古河で187年続く蔵元である青木酒造(株)の青
木知佐氏を講師に、日本酒ができるまでの座学と
6種類の日本酒の利き酒体験が行われ、参加者も

「日本酒の奥深さや青木さんの酒造りに対する情
熱に感心した」と話していました。

▲6種類の日本酒を利き酒中。何問正解できるかな

古河市民大学
蔵元に学ぶ酒造りと
利き酒体験

▲ 表敬訪問した桃むすめと市長、議長、永岡桂子衆議院議員、観光協会役
員の皆さん

　2月23日、古河桃むすめ5人が安倍晋
三首相を表敬訪問しました。神原彩

あ や

瑛
え

さ
んからピンクに色づいた桃の花束を受け
取った安倍首相から「華やかな気分にな
る。昨年を上回る来場客が来るよう頑
張って」とエールが送られました。
　また、外国人観光客が5年前の500万
人から2,800万人に増えていることに触
れ、桃まつりへのインバウンド効果に期
待を寄せていました。

　2月11日、古河はなもも体育館で「第3回古河
市綱引大会」が開催されました。当日は、市内外
から18チームが参加し、息の合った見応えのあ
るプレーを繰り広げました。2019年の茨城国体
では、古河市で綱引競技が行われます。これから
も市をあげて普及活動に力を入れていきますの
で、皆さんの応援をよろしくお願いします。

▲1チーム8人の綱引競技。みんなの力をいざ結集

息を合わせて、力を合わせて
第3回
古河市綱引大会

古河桃むすめが首相訪問
安倍首相に
古河桃まつりをPR
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日ごろの動作を再確認
古河市消防春季点検式

　２月25日、中央運動公園で「平成30年古河市
消防春季点検式」が開催され、全27個分団426人
の消防団員が服装などの通常点検や消防ポンプ自
動車の機械器具点検、一斉放水などを行いました。
　また、古河鳶

とび

一番組による「梯
は し ご

子のり」「木
き

遣
や

り歌」「纏
まと

い振り」が披露され、観客からは大き
な拍手と歓声があがりました。

▲古河市消防団古河方面隊による一斉放水

▲ 「レシーブが上手になるコツは、腕をできるだけ平らにそろえること」
と話す大林さん(左から2番目)

　2月24日、三和健康ふれあいスポーツ
センターで古河市トップアスリート育成
事業バレーボール教室が開催されました。
　講師は、古河市出身の河野裕輔さんの
ほか、大林素子さん、青山繁さんなど総
勢5人の元全日本代表選手。
　世界を舞台に活躍していた選手たちの
指導を一生懸命聞く小中学生の姿は真剣
そのものでした。「バレーボールのまち・
古河」の再興を目指して頑張ってください。

世界へ羽ばたけ
元全日本代表選手による
バレーボール教室

夢の実現のために
青島健太氏による
講演会

　2月18日、とねミドリ館で青少年のための古河
市民会議主催の講演会が開催されました。講師は
元プロ野球選手でスポーツライター・キャスター
の青島健太さん。平

ピョンチャン

昌オリンピックのメダリスト
を例に挙げ「人の多様性に気付いてほしい。青少
年が夢に向かってチャレンジできるよう、その人
の魅力や本質に目を向けてほしい」と語りました。

▲軽快な冗談と大きな声で聴衆をひきつける青島さん

23   -  広報古河　2018.4



古河ケーブルテレビの視聴エリアが市内全域へ拡大

【古河ケーブルテレビとは】
　古河ケーブルテレビ株式会社は、古河地区を中
心に放送を行っていた「リバーシティ・ケーブル
テレビ(RCC)」の事業を平成29年6月に承継し、
コミュニティチャンネルをはじめ放送通信業を営
む国の認可を受けたケーブルテレビ局です。
　放送は、電波ではなく有線で各家庭に送信され
ます。

【コミュニティチャンネルとは】
　テレビ放送チャンネルの１つ「コミュニティ
チャンネル」では、古河市の催事・学校行事・お
店企業紹介・行政情報・市議会・災害情報の発信
など、古河市民の安心安全、地域文化の向上に寄
与する身近な情報を放送します。

【情報発信に関する連携協定の締結】 　古河市と古河ケーブルテレビは、双方の情報発
信に関し、協力・連携関係を構築するため協定を
締結しました。

【問】秘書広報課(総和庁舎)　℡92-3111

▲3月13日、古河市役所で

協定の主な内容
・古河市は、古河ケーブルテレビの放送エリア整
備・開局に係わる情報、コミュニティチャンネル
に係わる情報を、広報紙やホームページなどによ
り市民に提供する。
・古河ケーブルテレビは、市政に関する情報や広
報番組、安心安全に係わる啓発や緊急時の情報な
どを、コミュニティチャンネルにより市民に提供
する。

【古河ケーブルテレビの視聴エリア拡大】

　古河ケーブルテレビは、平成30年から
視聴エリアを順次拡大し市内全域に広げま
す。また、老朽化していた設備を、光ファ
イバー網に整備します。
　市内全域を第1期～第3期の順に、平成33
年までに整備する予定です。
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【光ファイバー網の特徴】
　光ファイバー網では、４Ｋ放送を含む多チャン
ネルのテレビ放送、超高速インターネット、固定
電話等のさまざまなサービスの提供を予定してい
ます。

【光ファイバー敷設工事協力のお願い】
　光ファイバーケーブルは、東京電力やＮＴＴの電
柱に共架します。電柱使用に際し、電柱使用承諾や
支線工事承諾のお願いで古河ケーブルテレビのス
タッフが、電柱の地権者宅を訪問します。

■幹線工事
既存の電柱(東京電力・ＮＴＴ)に設置された電力
線と電話線の間に古河ケーブルテレビの光ファイ
バーケーブルを敷設します。

■支線工事
電柱の補強に関わる地支線の設置工事です。

従来の設備を通してサービスを提供している地域
には、既存の幹線ケーブルに束ねて、新たな光
ファイバーケーブルを敷設します。

ケーブルテレビに関する問い合わせ

古河ケーブルテレビ株式会社
古河市幸町24-27
℡32-4747 ［受付時間：9時～18時・年中無休］
　

古河ケーブルテレビ株式会社は、茨城県結城市・筑西市の他、栃木、群馬の3県(10市町)で
ケーブルテレビ事業を展開しているケーブルテレビ株式会社のグループ会社です。

緊急情報緊急情報
古河市

大雨洪水警報

【古河市◯◯時◯◯分】気象情報を確認し厳重な警戒をお願いします

緑 Ｌアラート情報 気 象 情 報黄

自然・文化を4Ｋ映像資産に

美しい古河の自然や文化を後世に残していきます

イメージキャラクター

「ももくま」

コミュニティチャンネルにおける
緊急放送(イメージ)
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総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3

各
施
設
の
臨
時
休
館
・
稼
働
停
止

■
自
動
交
付
機

日
時　
４
月
６
日(
金)
・
24
日(

火)

17
時
15
分
～
20
時

問　

市
民
総
合
窓
口
課
、

市
民

総
合
窓
口
室
、

市
民
税
課

■
隣
保
館

日
時　

○
４
月
29
日(

日
・
祝)

・
30
日(

月) 

終
日

○
５
月
３
日(

木
・
祝)

～
６
日(

日)

17

時
～
22
時(

夜
間)

問　
隣
保
館
℡
４
８
‐
１
９
８
９

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
市
民
税
・

県
民
税
の
金
額
が
変
わ
り
ま
す

　
昨
年
か
ら
引
き
続
き
市
民
税
・
県
民

税
を
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
付
し
て
い

る
人
で
、
４
月
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
金

額
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
の
天
引
き
額
は
平
成
29
年

度
の
市
民
税
・
県
民
税
の
６
分
の
１
に

相
当
す
る
金
額
で
す
。
１
年
間
の
合
計

税
額
に
つ
い
て
は
６
月
に
発
送
さ
れ
る

納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
市
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
を
減
免

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て
は

33
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
障
が
い
の
あ
る
人
が
使
用(

所
有)

す

る
軽
自
動
車
、
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る

人
の
た
め
に
生
計
を
一
に
す
る
人
が
使

用(

所
有)

す
る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の

②
軽
自
動
車
の
構
造
が
、
も
っ
ぱ
ら
身

体
障
が
い
者
の
利
用
に
役
立
て
る
た
め

の
も
の

③
社
会
福
祉
法
人
が
所
有
し
、
本
来
の

事
業
目
的(

障
が
い
者
等
の
訪
問
介
護
お

よ
び
送
迎
等)

に
使
用
す
る
軽
自
動
車

受
付
期
間　
４
月
２
日(
月)
～
５
月
31

日(

木)

申
請
場
所　

市
民
税
課
、

市
民
総

合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

※
減
免
要
件
、
申
請
手
続
き
等
の
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課　

市
民
税
・
県
民
税
の
納
付
方
法
の

ご
確
認
を

　
平
成
30
年
度
市
民
税
・
県
民
税
の
納

税
通
知
書
を
６
月
に
発
送
し
ま
す
。
納

付
方
法
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
５

月
中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
１
期
の
納
付
方
法
を
変
更

す
る
場
合
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
現
金
納
付
→
口
座
振
替

　
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い

●
振
替
方
法
の
変
更
（
全
納
→
期
別
、

期
別
→
全
納
）・
金
融
機
関
の
変
更

　
再
度
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い

●
口
座
振
替
→
現
金
納
付

　
口
座
振
替
廃
止
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い

問　

収
納
課

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
今

年
も
渡
良
瀬
遊
水
地
の
一
斉
清
掃
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　

４
月
21
日(
土)

８
時
30
分
～

［
小
雨
決
行
］

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

中
止
の
場
合
は
20
日(

金)

17
時
に
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

集
合
場
所　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場(

旧

三
国
橋
南
側)

清
掃
区
域　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
周
辺

か
ら
野
木
町
境
ま
で

問　

環
境
課

古
河
地
区
一
斉
清
掃

市
民
総
ぐ
る
み
清
掃
の
日
程

日
時

■
古
河
地
区

・
5
月
20
日(

日)

［
荒
天
時
27
日(

日)

］

・
9
月
９
日(

日)

［
荒
天
中
止
］

・
11
月
18
日(

日)

［
荒
天
時
25
日(

日)

］

・
平
成
31
年
３
月
17
日(

日)

［
荒
天
中

止
］

■
総
和
地
区
・
三
和
地
区

・
５
月
20
日(

日)

［
荒
天
時
27
日(

日)

］

・
11
月
18
日(

日)

［
荒
天
時
25
日(

日)

］

時
間　
８
時
～

※
清
掃
内
容
、
ご
み
袋
の
配
布
等
は
実

施
日
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
回
覧
し
ま

す
。

問　

環
境
課

  
市
役
所
か
ら
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施設の愛称
いちょうプラザ(駅西地域交流セン
ター)、古河はなもも体育館(中央運動
公園体育館)、古河公

くぼ う

方公園(古河総合
公園)、燦

さん

SUN館(三和図書館資料館)

国
道
4
号

新
4
号
国
道

至久喜

至
下
妻

三杉町

古河駅入口

下山町 南

大堤 北

今泉

旭町

文

十

古河一高
古河三小

古河三中
上辺見小

古河赤十字病院

十間通り

陸上自衛隊
古河駐屯地

〒

上辺見郵便局

至
つ
く
ば

分譲箇所

至古河駅
文

文文

犬
猫
の
不
妊
手
術
補
助
金
の
交
付

補
助
金
額　
１
匹
４
千
円

※
毎
年
度
１
世
帯
あ
た
り
犬
１
匹
ま
た

は
猫
１
匹
に
限
り
ま
す
。

対
象　
次
の
①
～
⑤
全
て
を
満
た
す
人

①
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

②
４
月
１
日
以
降
に
犬
ま
た
は
猫(

メ

ス
の
み)

の
不
妊
手
術
を
受
け
た
人

③
世
帯
の
構
成
員
に
市
税
の
滞
納
が
な

い
人

④
販
売
、
そ
の
他
営
利
を
目
的
と
せ
ず

に
飼
育
す
る
犬
お
よ
び
猫
が
受
け
る
手

術
で
あ
る
こ
と

⑤
犬
の
場
合
は
、
市
に
登
録
を
し
、
平

成
30
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

て
い
る
こ
と

申
込　
手
術
日
か
ら
30
日
以
内
に
、
証

明
書
ま
た
は
領
収
書
を
添
付
し
て
申
請

書
を
提
出

※
申
請
書
は
、
市
内
動
物
病
院
ま
た
は

申
請
場
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

※
補
助
金
が
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
受
け
付
け
を
終
了(

予
約
不
可)

。

申
請
場
所　

環
境
課
、

市
民
総
合

窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

※
郵
送
は
、

環
境
課
宛
て
。

問　

環
境
課

ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
へ
の

紙
お
む
つ
等
購
入
助
成
券
の
交
付

対
象　
紙
お
む
つ
等
を
必
要
と
し
、
介

護
保
険
で
要
介
護
３・４・５
と
認
定
さ

れ
た
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

対
象
商
品　
紙
お
む
つ
、
使
い
捨
て
手

袋
、
使
い
捨
て
清
し
き
タ
オ
ル
、
尿
取

り
パ
ッ
ド

助
成
額

・
市
民
税
課
税
世
帯
：
月
額
３
千
円

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
：
月
額
６
千
円

申
請
期
間

・
前
期
申
請
：
４
月
２
日
～

・
後
期
申
請
：
10
月
１
日
～

申
請
場
所　

高
齢
福
祉
課
、

市
民

総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

問　

高
齢
福
祉
課

℡
９
２
‐
５
８
３
８

浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
の
交
付

対
象　
新
し
く
専
用
住
宅
に
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
人

※
公
共
下
水
道
認
可
区
域
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
採
択
区
域
に
設
置
す
る
人
、

設
置
工
事
後
に
交
付
申
請
す
る
人
は
対

象
外
。

補
助
金
額

・
５
人
槽(

１
４
０
㎡
以
下)

29
万
４
千
円

・
６
人
～
７
人
槽(

１
４
０
㎡
超)

34
万
２
千
円

・
８
人
～
10
人
槽(

二
世
帯
住
宅)

45
万
９
千
円

※
既
設
単
独
処
理
浄
化
槽(

10
人
槽
ま

で)

を
撤
去
し
て
設
置
す
る
場
合
は
別

途
補
助
金
あ
り
［
条
件
あ
り
］。

受
付
期
間　
４
月
２
日(

月)

～
予
算
額

に
達
し
た
時
点

申
込
・
問　

環
境
課

自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

導
入
促
進
事
業
補
助
金
の
交
付

　
家
庭
用
燃
料
電
池
等
の
普
及
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
対
象
設
備
の
購

入
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住(

予
定
者
を
含
む)

で
、
居
住
す
る
住
宅
に
補
助
事
業
に
適

合
す
る
未
使
用
の
設
備
を
設
置
す
る
人

※
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を
含
む
。

対
象
設
備　
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ

ム(

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）、
定
置
用
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム

補
助
金
額　
５
万
円(

上
限
）

申
込
・
問　

環
境
課

【大画地保留地(住宅分譲事業用宅地)を販売します】
詳細は、市公式ホームページまたは、区画整理
課窓口で配布する募集要項をご覧ください

土地 面積 最低販売価格 用途地域
3街区
1・2画地 3,257.84㎡ 1億1,955万円 第一種低層

住居専用地域

一般競争入札販売(2画地一括）

※一般競争入札は、最低販売価格を下回らずに最高の
価格で入札した人を落札者として決定します。

場所　古河駅東部土地区画整理事業地内
申込期間　5月7日(月)～21日(月)
販売方法　一般競争入札［入札日時：6月22日(金)10時］

保留地位置図

問　 区画整理課
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総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3

総
和
地
区
子
宮
頸け
い

が
ん
集
団
検
診

　
新
た
に
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
過
去
２
年
間
に
集
団
検
診

を
受
診
し
た
人
に
は
、
４
月
下
旬
に
通

知
を
発
送
し
ま
す
。

期
日　
５
月
８
日(
火)
・
９
日(

水)

・

11
日(

金)

・
15
日(

火)
～
19
日(

土)

・

21
日(

月)

・
23
日(

水)

～
25
日(
金)

※
５
月
17
日
・
21
日
は
託
児
あ
り(
無

料
・
要
予
約)

。

受
付
時
間　
12
時
30
分
～
13
時

場
所　
健
康
の
駅

対
象　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性

費
用　
千
円(

70
歳
以
上
は
無
料)

申
込
・
問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

市
内
の
空
中
放
射
線
量
測
定
結
果

測定場所
(地上1ｍで測定) 2/16(金) 3/1(木)

三和庁舎 0.052 0.049

総和庁舎 0.041 0.041

古河庁舎 0.072 0.073

※数値はマイクロシーベルト/
毎時です。健康に影響のある
レベルではありません。

問　

環
境
課

  

イ
ベ
ン
ト

古
河
こ
ど
も
ま
つ
り

　
昔
懐
か
し
い
遊
び
や
各
種
模
擬
店
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
等
の
発
表
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
や

市
内
青
少
年
育
成
団
体
に
よ
る
楽
し
い

催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

日
時　

４
月
28
日(

土)

10
時
～
15
時

［
雨
天
中
止
］

場
所　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

主
催　
青
少
年
の
た
め
の
古
河
市
民
会

議問　

生
涯
学
習
課

古
河
市
合
同
企
業
説
明
会

■
「
Ｊ
ｏ
ｂ　
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ　

in　
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ　
２
０
１
８
」

　
地
元
企
業
、
団
体
の
人
材
確
保
を
支

援
し
、
青
年
層
の
市
外
流
出
防
止
、
市

外
か
ら
の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、
合

同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
21
日(

土)

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
と
ね
ミ
ド
リ
館

※
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
JR
古
河
駅
西

口
か
ら
会
場
間
を
往
復
し
ま
す
。

対
象　
平
成
31
年
３
月
に
専
門
学
校
、

短
大
、大
学
、大
学
院
等
を
卒
業
予
定
、

ま
た
は
、
高
卒
と
こ
れ
ら
の
既
卒
３
年

以
内
の
求
職
者

出
展
企
業　
市
内
に
拠
点
を
置
く
企
業

35
社
程
度

参
加
費　
無
料　
申
込　
不
要

問　
古
河
市
合
同
企
業
説
明
会
実
行
委

員
会
（

商
工
政
策
課
内
）

菊
花
栽
培
講
習
会

　
市
民
に
菊
花
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
、
栽
培
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
長
年
菊
を
育
て

て
い
る
古
河
菊
花
会
員
を
講
師
に
栽
培

の
コ
ツ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　
５
月
21
日(

月)

13
時
30
分
～

場
所　
中
央
公
民
館　
費
用　
無
料

申
込
期
限　
５
月
15
日(

火)

申
込
・
問　

観
光
物
産
課

蓄
音
器
に
よ
る

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

日
時　
４
月
20
日(

金)

①
11
時
②
14
時

［
い
ず
れ
も
約
30
分
］

場
所　
古
河
文
学
館
サ
ロ
ン

定
員　
30
人
程
度　
費
用　
無
料

※
展
示
室
の
見
学
は
有
料
で
す
。

曲
目　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
バ
イ
オ
リ
ン

ソ
ナ
タ
第
５
番
ヘ
長
調
」
ほ
か

申
込
・
問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

古
河
の
絵
画
美
術
展
Ⅲ

～
日
本
画
～

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
出
身
で
、
絵
画

制
作
活
動
を
続
け
て
い
る
人
々
の
作
品

を
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

期
日　
４
月
26
日(

木)

ま
で

９
時
～
17
時
［
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
］

場
所　
古
河
街
角
美
術
館

入
館
料　
無
料

問　
古
河
街
角
美
術
館

℡
２
２
‐
５
９
１
１

古
河
市
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

　
市
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
か
ら
、
絵

画
を
中
心
に
展
示
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
４
月
28
日(

土)

～
６
月
20
日(

水)

９
時
～
17
時
［
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
］

場
所　
古
河
街
角
美
術
館

入
館
料　
無
料

問　
古
河
街
角
美
術
館

℡
２
２
‐
５
９
１
１
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施設の愛称
いちょうプラザ(駅西地域交流セン
ター)、古河はなもも体育館(中央運動
公園体育館)、古河公

くぼ う

方公園(古河総合
公園)、燦

さん

SUN館(三和図書館資料館)

三
和
資
料
館　
館
蔵
資
料
展

■
広
く
世
間
に
告
げ
知
ら
す
～
館
蔵
資

料
に
み
る
広
告
の
世
界
～

日
時　

４
月
28
日(

土)

～
６
月
28
日

(

木)
10
時
～
18
時

休
館
日　
５
月
１
日(

火)

・
31
日(

木)

、

６
月
中
の
１
日
間

入
館
料　
無
料

問　
三
和
資
料
館
℡
７
５
‐
１
５
１
１

歩
き
・
み
・
ふ
れ
る

歴
史
の
道
散
策

　

徒
歩
で
古
河
市
大
手
町
付
近
の
名

所
・
旧
跡
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
20
日(

日) 

13
時
集
合

［
雨
天
決
行
］

集
合
場
所　
JR
古
河
駅
西
口
交
番
前

定
員　
20
人(

多
数
抽
選)

費
用　
３
０
０
円(

保
険
料
、飲
み
物
代)

講
師　
田
嶋
幸
男
氏(

古
河
郷
土
史
研

究
会)

申
込
期
間　

４
月
16
日(

月)

～
25
日

(

水)申
込
・
問　

生
涯
学
習
課

文
化
協
会
か
ら
の
ご
案
内

■
古
河
山
草
会
「
春
の
山
野
草
展
」

　
山
野
草
を
鉢
植
え
・
寄
せ
植
え
・
苔こ

け

玉だ
ま
等
に
し
て
展
示
し
ま
す
。

日
時　
４
月
14
日(

土)

・
15
日(

日)

９
時
～
17
時
［
15
日
は
16
時
ま
で
］

場
所　
サ
ー
ク
ル
館

問　
古
河
山
草
会(

担
当
：
相
島)

℡
３
２
‐
７
８
５
９

生
涯
学
習
課

■
草
景
塾
「
春
の
展
示
会
」

　
苔
玉
や
草
物
盆
栽
の
展
示
。
抽
選
で

50
人
に
苔
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

日
時　
４
月
21
日(

土)

・
22
日(

日)

９
時
～
17
時
［
22
日
は
16
時
ま
で
］

場
所　
つ
つ
み
公
民
館

問　
草
景
塾(

担
当
：
柴
田)

℡
０
９
０
‐
４
０
９
５
‐
３
３
４
０

生
涯
学
習
課

無
形
民
俗
文
化
財
の
公
開

　

古
河
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
中
田
永え

い

代だ
い

太だ
い

々だ
い

神か
ぐ
ら楽

」
が
２
回
奉
納

さ
れ
、
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

○
雀
神
社(

宮
前
町)

日
時　
４
月
８
日(

日)

14
時
～
16
時

※
餅
ま
き
は
15
時
30
分
ご
ろ
。

○
鶴
峯
八
幡
神
社(

中
田)

日
時　
４
月
15
日(

日)

13
時
～
16
時
30
分

※
餅
ま
き
は
15
時
30
分
ご
ろ
。

問　
古
河
神
楽
保
存
会(

担
当
：
高
橋)

℡
４
８
‐
２
１
２
７
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　供用開始となった区域は、古河地区は茶屋新
田、坂間、旭町二丁目、下山町、幸町の各一部。
総和地区は上辺見、関戸、大堤の各一部。三和地
区は諸川、五部、仁連、山田、谷貝の各一部。古
河駅東部土地区画整理事業地内の一部です。
■供用開始区域内の皆さんへ
　市では、生活排水による生活環境の悪化や河川
等の水質汚濁を防止するため、公共下水道の整備
を進めています。供用開始となった区域の皆さん
には、3年以内に汲

く

み取りトイレから水洗トイレ
に改造する義務や、生活排水を流す排水設備工事
を実施して公共下水道に接続する義務が生じます。
　宅地内の排水設備工事を行う場合は、市の指定
を受けた工事店で工事を行ってください。

　平成30年度に受益者負担金が新規賦課される
区域は、古河地区は茶屋新田、坂間、旭町二丁目、
下山町、幸町の各一部。総和地区は上辺見、関戸、
大堤の各一部。三和地区は諸川、五部、仁連、山
田、谷貝の各一部。古河駅東部土地区画整理事業
地内の各一部です。
　該当する人には4月下旬に土地の内容を記載し
た申告書を送付します。申告書が届いた人は、内
容を確認し、市へ返送してください。
　受益者負担金は7月からの納付となります。分
割(5年間20期)または一括(報奨金制度あり)で納
付してください。
問　 下水道整備課

【公共下水道の処理区域が拡大(供用開始)】 【公共下水道事業受益者負担金の新規賦課】

主
な
供
用
開
始
・
賦
課
区
域

▲

古
河
地
区　
坂
間

▲

総
和
地
区　
大
堤

▲

三
和
地
区　
諸
川



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3

脳
の
健
康
度
テ
ス
ト

(
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査)

　
脳
機
能
の
得
意
・
不
得
意
分
野
を
知

り
、
認
知
症
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
①
５
月
14
日(
月)
・
28
日(

月)

　
　
　
②
６
月
11
日(
月)
・
25
日(

月)

　
　
　
③
７
月
２
日(

月)

・
23
日(
月)

　
　
　
④
10
月
１
日(

月)

・
15
日(
月)

時
間　
10
時
～
12
時

場
所　
古
河
福
祉
の
森
診
療
所

対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
２
日
間

と
も
参
加
で
き
る
人(

認
知
症
の
人
は

除
く)

※
①
～
③
：
受
講
し
た
こ
と
が
な
い

人
。
④
：
前
回
受
講
し
て
か
ら
１
年
以

上
経
過
し
た
人
。

定
員　
各
回
10
人(

先
着)

費
用　
３
０
０
円(

検
査
・
講
座
資
料
代)

申
込　
４
月
11
日(

水)

～

問　
古
河
福
祉
の
森
診
療
所

℡
４
８
‐
６
５
２
１

介
護
支
援
講
座

■
お
薬
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
び

ま
し
ょ
う

期
日　
４
月
24
日(

火)

時
間　
13
時
30
分
～
15
時
30
分　

場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
秋
明
館

(

諸
川
２
５
３
０
‐
４)

対
象　
高
齢
者
の
介
護
に
携
わ
っ
て
い

る
人
や
関
心
の
あ
る
人
な
ど

定
員　
20
人　
費
用　
無
料

内
容　
薬
の
正
し
い
飲
み
方
や
飲
み
合

わ
せ
、
残
薬
、
お
薬
手
帳
の
活
用
方
法

等
に
つ
い
て
。
参
加
者
交
流
会

申
込
・
問　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

秋
明
館
℡
７
７
‐
３
７
５
１

ふ
れ
あ
い
乗
馬
会

期
日　
５
月
20
日(

日)

［
雨
天
中
止
］

場
所　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
ポ
ニ
ー
牧
場

対
象　
５
歳
以
上
で
障
が
い
が
あ
る
人

※
状
況
に
よ
り
、
騎
乗
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
条
件　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
装
着
で
き

る
こ
と
。
参
加
者
の
体
調
を
把
握
し
て

い
る
付
添
者
が
同
行
で
き
る
こ
と
。

定
員　
34
人(

多
数
抽
選)

費
用　
５
０
０
円

申
込
期
間　
４
月
６
日(

金)

～
５
月
２

日(

水)

申
込
・
問　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
ポ
ニ
ー

牧
場
℡
９
１
‐
１
３
５
１

古
河
公
方
公
園
春
の
植
物
観
察
会

　
講
師
と
一
緒
に
公
園
を
散
策
し
な
が

ら
野
草
の
名
前
を
覚
え
、
公
園
の
春
を

探
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
28
日(

土)

９
時
30
分
～
12

時
［
雨
天
決
行
］

集
合
場
所　
古
河
公
方
公
園
管
理
棟

定
員　
20
人(

先
着)

費
用　
２
０
０
円(

当
日
納
入)

申
込　

４
月
７
日(

土)

９
時
～

［
窓
口
優
先
］

問　
古
河
公
方
公
園
管
理
事
務
所

℡
４
７
‐
１
１
２
９

古
河
公
方
公
園　
あ
お
ぞ
ら
教
室

■
あ
お
ぞ
ら
太
極
拳
教
室

期
日　
４
月
25
日
～
７
月
４
日

［
毎
週
水
曜
日(

原
則
全
10
回)

］

時
間　
10
時
～
11
時
30
分

申
込
期
間　
４
月
11
日(

水)

～
15
日(

日)

■
あ
お
ぞ
ら
ヨ
ガ
教
室

期
日　
４
月
26
日
～
７
月
５
日

［
毎
週
木
曜
日(

原
則
全
10
回)

］

時
間　
10
時
～
11
時
30
分

申
込
期
間　
４
月
12
日(

木)

～
16
日(

月)

【
共
通
事
項
】

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
15

歳
以
上(

中
学
生
を
除
く)

定
員　
30
人(

先
着)

費
用　
３
千
円(

全
10
回
分)

※
申
込
時
納
入
。
納
入
後
は
、
返
金
し

ま
せ
ん
。

申
込　
本
人
が
直
接
申
し
込
み

問　
古
河
公
方
公
園
管
理
事
務
所

℡
４
７
‐
１
１
２
９

古
河
公
方
公
園

「
ど
ろ
ん
こ
ク
ラ
ブ
」

　
公
園
の
田
ん
ぼ
で
、
お
米
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
間　
４
月
22
日(

日)

～
平
成
31
年
２

月
11
日(

月
・
祝)

［
全
10
回
］

対
象　
3
歳
以
上(

小
学
３
年
生
以
下

は
、
保
護
者
も
参
加
が
必
要
で
す)

定
員　
50
人
程
度(

多
数
抽
選)

費
用　
１
人
１
６
０
０
円(

別
途
参
加

費
の
徴
収
あ
り)

申
込
期
間　

４
月
９
日(

月)

～
15
日

(

日)

［
受
付
時
間
：
９
時
～
］

※
詳
細
は
、
管
理
棟
で
配
布
中
の
チ
ラ

シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問　
古
河
公
方
公
園
管
理
事
務

所
℡
４
７
‐
１
１
２
９

 広報古河　2018.4  -   30



施設の愛称
いちょうプラザ(駅西地域交流セン
ター)、古河はなもも体育館(中央運動
公園体育館)、古河公

くぼ う

方公園(古河総合
公園)、燦

さん

SUN館(三和図書館資料館)

■
火
曜
コ
ー
ス

日
時　
４
月
17
日
～
６
月
19
日

10
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
14
時
30
分

［
全
10
回
］

費
用　
２
万
７
千
円(

教
本
代
、
レ
ッ

ス
ン
費
、
コ
ー
ス
ラ
ウ
ン
ド
費)

内
容　
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
ル
ー
ル
講
習
、

ク
ラ
ブ
別
シ
ョ
ッ
ト
、
９
Ｈ
ラ
ウ
ン
ド

レ
ッ
ス
ン(

初
心
者
向
け)

【
共
通
事
項
】

場
所　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

定
員　
各
コ
ー
ス
10
人

申
込
・
問　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス　

℡
２
２
‐
４
０
０
０

古
河
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　
５
月
６
日(

日)

７
時
～

場
所　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　
２
０
０
人

費
用　
１
万
千
円(

食
事
・
参
加
費
込

み
・
乗
用
カ
ー
ト
セ
ル
フ
プ
レ
ー)

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
新
ペ
リ
ア
方
式

主
催　
古
河
市
体
育
協
会

申
込
期
間　

４
月
１
日(

日)

～
28
日

(
土)申

込
・
問　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

℡
２
２
‐
４
０
０
０

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

■
古
河
教
室(

昼
の
部)

幼
児
同
伴
可

日
時　
4
月
11
日
～
平
成
31
年
3
月
20

日(
第
１
・
第
２
・
第
３
水
曜
日)

14
時

～
15
時
30
分

場
所　
は
な
も
も
プ
ラ
ザ

■
古
河
教
室(
夜
の
部)

日
時　
4
月
6
日
～
平
成
31
年
3
月
15

日(

毎
週
金
曜
日)

19
時
～
20
時
30
分

場
所　
は
な
も
も
プ
ラ
ザ

■
総
和
教
室

日
時　
4
月
14
日
～
平
成
31
年
3
月
16

日(

毎
週
土
曜
日)

19
時
～
21
時

場
所　
中
央
公
民
館

■
三
和
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

日
時　
4
月
6
日
～
平
成
31
年
3
月
22

日(

第
１
・
第
２
・
第
３
金
曜
日)

19
時

～
20
時
30
分

場
所　
三
和
公
民
館

【
共
通
事
項
】

対
象　

 

市
内
ま
た
は
、
近
隣
市
町
に

在
住
・
在
勤
の
外
国
出
身
の
人

費
用　
2
千
円
程
度(

テ
キ
ス
ト
代)

主
催　
古
河
市
国
際
交
流
協
会

申
込　
教
室
開
催
時
に
会
場
で
申
し
込

み問　

企
画
課

  

ス
ポ
ー
ツ

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

日
時　
６
月
２
日(

土)

８
時
～
12
時

集
合
場
所　

古
河
は
な
も
も
体
育
館

(

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル)

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

で
編
成
し
た
チ
ー
ム(

３
人
～
５
人)

費
用　
１
人
３
０
０
円

※
申
込
期
間
以
降
の
取
り
消
し
は
返
金

し
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　
４
月
18
日(

水)

～
５
月
11

日(

金)

申
込
・
問　
費
用
を
添
え
て
、
申
し
込

み・
古
河
体
育
館
℡
３
１
‐
０
３
４
１

・
三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
℡
７
６
‐
７
０
０
０

・
古
河
は
な
も
も
体
育
館

℡
９
２
‐
５
５
５
５

ゴ
ル
フ
教
室

■
日
曜
コ
ー
ス

日
時　
４
月
15
日
～
６
月
17
日

10
時
～
11
時
30
分
［
全
10
回
］

費
用　
１
万
８
千
円(

レ
ッ
ス
ン
費)

内
容　
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
ア
プ
ロ
ー
チ

シ
ョ
ッ
ト(

ラ
ウ
ン
ド
レ
ッ
ス
ン
は
あ

り
ま
せ
ん)

健
康
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室
・
親
子
教
室

日
時　

４
月
22
日(

日)

～
７
月
１
日

(

日)

［
全
11
回
］

場
所　
古
河
体
育
館

対
象　
小
学
１
年
生
以
上
の
男
女

定
員　
50
人

費
用　
一
般
５
５
０
０
円
、
親
子
６
千

円(

い
ず
れ
も
保
険
料
含
む)

※
教
室
当
日
に
納
入
。
教
室
開
始
後
は

返
金
し
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

４
月
１
日(

日)

～
22
日

(

日)申
込
・
問　
古
河
ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

（
担
当
：
長
浜
）
℡
３
２
‐
８
１
１
８

［
受
付
時
間
：
17
時
～
21
時
］

近
隣
少
年
相
撲
大
会

日
時　
5
月
19
日(

土)

9
時
～

場
所　
古
河
体
育
館
内
古
河
相
撲
場

対
象　
小
学
1
年
生
～
6
年
生
の
男
女

費
用　
無
料

※
ち
ゃ
ん
こ
鍋
あ
り
。

申
込
期
限　
5
月
10
日(

木)

申
込　
古
河
は
な
も
も
体
育
館

℡
９
２
‐
０
５
５
５

９
２
‐
８
３
８
３

問　
相
撲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団(

担
当
：

黒
沢)

℡
０
９
０
‐
３
０
９
１
‐
３
３
５
２
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総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3

Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
選
手
権

Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
大
会

日
時　
４
月
28
日(

土)

・
29
日(

日
・

祝)

８
時
～

場
所　

リ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
古
河
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
連
盟

会
員

定
員　
３
０
０
人　
費
用　
３
千
円

競
技
方
法　
36
ホ
ー
ル(

パ
ー
１
４
４)

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

申
込　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課(

古
河
は
な

も
も
体
育
館)

℡
９
２
‐
０
５
５
５

問　

古
河
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
連
盟

(

担
当
：
大
島)

℡
０
９
０
‐
３
２
４
３
‐
３
１
４
７

市
民
体
育
祭
「
テ
ニ
ス
競
技
」

日
時　
４
月
22
日(

日)

８
時
30
分
～

場
所　

中
央
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
古
河
テ
ニ
ス
場

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

お
よ
び
古
河
市
テ
ニ
ス
協
会
会
員

※
詳
細
は
、
古
河
市
テ
ニ
ス
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

申
込
・
問　
古
河
テ
ニ
ス
協
会

(

担
当
：
中
村)

zc94726@
sb3.so-net.ne.jp

市
民
体
育
祭

「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
」

日
時　
５
月
６
日(

日)

８
時
30
分
～

場
所　
古
河
テ
ニ
ス
場

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

お
よ
び
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
会
員

費
用　
一
般
１
ペ
ア
２
千
円

　
　
　
高
校
生
１
ペ
ア
千
円

申
込
期
限　
４
月
18
日(

水)
申
込
・
問　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
事
務

局上
田
：
℡
０
９
０
‐
２
６
６
３
‐

２
３
８
７

海
老
沼
：
℡
３
１
‐
５
１
７
３
、

rehirokogaebi@
ab.auone-net.jp

廣
川
：

m
ailto:m

c_hirokaw
a@

shirt.ocn.ne.jp

※
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合
は
、
申
込

者
氏
名
と
電
話
番
号
を
記
載
。

中
央
運
動
公
園
陸
上
教
室

日
時　
５
月
４
日(

金
・
祝)

～
平
成
31

年
３
月
16
日(

土)

の
原
則
土
曜
日
、
10

時
～
12
時
［
全
13
回
・
雨
天
中
止
］

対
象 　
古
河
市
、
下
妻
市
、
坂
東
市
、

常
総
市(

旧
石
下
町)

、
八
千
代
町
、
五

霞
町
、
境
町
に
在
住
す
る
小
学
生

定
員　
１・２
年
生
30
人
、
３・４
年
生

15
人
、
５・６
年
生
15
人

※
多
数
抽
選
。

費
用　
無
料

申
込　
４
月
14
日(

土)

14
時
に
保
護
者

が
直
接
申
し
込
み

※
13
時
30
分
～
14
時
に
整
理
券
を
配
布
。

問　
古
河
は
な
も
も
体
育
館

℡
９
２
‐
５
５
５
５

  

募
集

「
古
河
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
改
正
」
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

期
間　
４
月
６
日(

金)

～
25
日(

水) 

閲
覧
場
所 　

都
市
計
画
課
、

市

民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口

室
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
等 

申
込
・
問　
指
定
様
式
ま
た
は
任
意
様

式
を
提
出

都
市
計
画
課

７
７
‐
１
５
１
１

toshikeikaku@
city.ibaraki-koga.

lg.jp第
13
回
古
河
花
火
大
会

サ
ブ
タ
イ
ト
ル

内
容　
渡
良
瀬
遊
水
地
の
広
大
な
場
所

と
空
間
、
そ
し
て
三
尺
玉
の
開
花
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
15
字
以
内
の
タ
イ
ト
ル

申
込
期
限　
４
月
26
日(

木)

申
込　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
古
河
花
火
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局
に
提
出

※
応
募
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

そ
の
他　
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
古

河
花
火
大
会
実
行
委
員
会
に
帰
属
し
ま

す
。
入
賞
者
に
は
副
賞
あ
り
［
観
覧
席

１
席(

定
員
４
人)

］。
５
月
中
旬
ご
ろ

入
賞
者
へ
直
接
連
絡
し
ま
す

■
古
河
花
火
大
会

日
時　
８
月
４
日(

土)

19
時
20
分
～
20

時
30
分
［
荒
天
翌
日
］

場
所　
渡
良
瀬
川
河
川
敷

問　
古
河
花
火
大
会
実
行
委
員
会
事
務

局(

観
光
物
産
課
内)
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施設の愛称
いちょうプラザ(駅西地域交流セン
ター)、古河はなもも体育館(中央運動
公園体育館)、古河公

くぼ う

方公園(古河総合
公園)、燦

さん

SUN館(三和図書館資料館)

古
河
歴
史
博
物
館
・
古
河
文
学
館

友
の
会
会
員

　
ど
な
た
で
も
申
し
込
み
で
き
る
年
間

フ
リ
ー
パ
ス
で
す
。

費
用　
大
人
３
千
円
、
小
中
高
生
千

円
、
家
族
５
千
円

内
容　
古
河
歴
史
博
物
館
・
古
河
文
学

館
・
篆て

ん
こ
く刻

美
術
館
入
館
、
古
河
歴
史
博

物
館
・
古
河
文
学
館
刊
行
物
贈
呈(

各

１
部)

有
効
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日

申
込　
古
河
歴
史
博
物
館
受
付(

随
時)

問　
古
河
歴
史
博
物
館

℡
２
２
‐
５
２
１
１

「
議
会
だ
よ
り
」
の
表
紙
を
あ
な

た
の
写
真
で
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

内
容　
「
我
が
街
こ
が
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
人
物
、
四
季
折
々
の
風
景
や
お
祭

り
、
地
域
行
事
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
写
真

申
込
・
問　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
「
議
会
だ
よ
り
表
紙
写
真
応
募
用

紙
」
と
写
真
を
提
出

※
詳
細
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

gikai@
city.ibaraki-koga.lg.jp

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

募
集
人
数　
6
人

活
動
内
容　
介
護
保
険
事
業
に
関
す
る

計
画
の
策
定
、
進
行
管
理
、
評
価
お
よ

び
介
護
保
険
運
営
、
そ
の
他
介
護
保
険

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
審
議
な
ど

応
募
要
件

・
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
70
歳
以
下

(

被
保
険
者)

の
人
で
介
護
保
険
事
業
の

推
進
に
積
極
的
な
人

・
既
に
公
募
に
よ
り
他
の
職
に
つ
い
て

い
な
い
人

・
市
が
設
置
し
た
審
議
会
等
に
３
つ
以

上
参
加
し
て
い
な
い
人

・
市
議
会
議
員
で
な
い
人

・
平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
人

任
用
期
間　
6
月
1
日
～
平
成
33
年
5

月
31
日

報
酬　
日
額
給
６
２
０
０
円

選
考
方
法　
書
類
選
考

申
込　
履
歴
書
と
介
護
保
険
に
関
す
る

作
文(

４
０
０
字
程
度)

を
4
月
27
日

(

金)

ま
で
に
提
出

問　

介
護
保
険
課

古
河
市
消
防
団
女
性
消
防
団
員

募
集
人
数　
３
人
程
度

活
動
内
容　
自
主
防
災
会
の
普
通
救
命

講
習
指
導
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
防
火
教

室
、
式
典
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

※
火
災
の
出
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

報
酬
等　
市
の
規
定
に
よ
る(

階
級
に

よ
り
異
な
る)

申
込　
所
定
の
様
式
を
７
月
31
日(

火)

ま
で
に
提
出

問　

消
防
防
災
課

障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

非
常
勤
職
員

募
集
人
数　
２
人

応
募
要
件　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
④
⑤
に
該
当

す
る
人

①
障
害
者
手
帳

②
身
体
障
害
者
手
帳

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

④
介
助
な
し
に
職
務
の
遂
行
お
よ
び
通

勤
が
可
能
な
人

⑤
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

勤
務
内
容　
一
般
事
務
の
補
助

勤
務
場
所　
古
河
庁
舎
、
三
和
図
書
館

期
間　
6
月
1
日
～
平
成
31
年
３
月
31

日(

更
新
の
場
合
あ
り)

勤
務
時
間

○
古
河
庁
舎
：
月
曜
日
～
金
曜
日
の
う

ち
週
４
日
、
8
時
30
分
～
17
時
15
分

○
三
和
図
書
館
：
日
曜
日
～
土
曜
日
の

う
ち
週
4
日
程
度(

祝
日
の
勤
務
あ
り)

、

8
時
30
分
～
19
時
15
分
の
う
ち
7
時
間

45
分

報
酬　
月
額
給
12
万
8
千
円

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、
有
給
休
暇
あ
り

申
込　
履
歴
書(

写
真
貼ち

ょ
う

付ふ

、
本
人
自

筆)

と
手
帳
の
写
し
を
4
月
23
日(

月)

ま
で
に
提
出

問　

職
員
課

  

そ
の
他

自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
障
害

者
手
帳
の
発
行
を
受
け
て
い
る
な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
自
動
車
税
が
減
免
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
減
免
申
請
の
期
限
は
、
5

月
31
日(

木)

で
す
。

　
ま
た
、
現
在
既
に
減
免
を
受
け
て
い

る
人
が
自
動
車
を
変
更
す
る
場
合
も
、

再
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
県
税
事
務
所
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

℡
０
２
９
６
‐
２
４
‐
９
１
９
０
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総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3

浄
化
槽
保
守
点
検
の
無
登
録
業
者

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
浄
化
槽
法
に
よ
り
年
３
～
４
回
の
保

守
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
登
録
事
業
者
は
、
茨
城
県
知
事
の
確

認
印
が
押
印
さ
れ
た
「
浄
化
槽
管
理
士

証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
委
託
の
際

は
、
茨
城
県
の
登
録
事
業
者
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問　
茨
城
県
環
境
対
策
課

℡
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
９
６
６

自
衛
官
募
集

■
一
般
曹
候
補
生

応
募
要
件　

平
成
31
年
4
月
1
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日　
1
次
：
5
月
26
日(

土)

、
２

次
：
6
月
27
日(

水)

～
7
月
2
日(

月)

の
う
ち
指
定
日

申
込
期
限　
5
月
1
日(

火)

■
自
衛
隊
幹
部
候
補(

一
般
幹
部
候
補

生)応
募
要
件　

平
成
31
年
4
月
1
日
現

在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

試
験
日　
1
次
：
5
月
12
日(

土)

・
13
日

(

日)

、
２
次
：
6
月
12
日(

火)

～
15
日

(

金)

の
う
ち
指
定
日
、
３
次
：
２
次
試

験
合
格
者
の
み
実
施

申
込
期
限　
5
月
1
日(

火)

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
筑
西

地
域
事
務
所

℡
０
２
９
６
‐
２
２
‐
７
２
３
９

オ
リ
オ
ン
青
空
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
者
募
集

～
地
球
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
。
限

り
あ
る
資
源
を
大
切
に
～

日
時　

5
月
13
日(
日)

10
時
～
14
時

［
雨
天
中
止
］

場
所　
オ
リ
オ
ン
商
店
街
内
駐
車
場

定
員　
60
人(

先
着)

費
用　
５
０
０
円

申
込
・
問　
オ
リ
オ
ン
商
店
街
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会(

担
当
：
野
村)

℡
３
２
‐
０
８
８
２　

３
１
‐

０
２
２
６(

月
曜
日
を
除
く)

結
婚
相
談
会

日
時　
4
月
22
日(

日) 

13
時
～
17
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
独
身
成
人
男
女
、
そ
の
家
族

定
員　
12
人
程
度　
費
用　
無
料

申
込
期
間　

4
月
9
日(

月)

～
18
日

(

水)

［
受
付
時
間
：
12
時
～
19
時
］

問　
い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

県
西
地
域
活
動
協
議
会

伊
藤
：
℡
０
８
０
‐
５
８
９
６
‐

３
１
３
４
、
長
屋
：
℡ 

０
９
０
‐

６
１
２
２
‐
５
６
７
７

介
護
支
援
専
門
員
の
更
新
研
修
・

再
研
修

日
時　
6
月
～
12
月
の
う
ち
11
日
間

場
所　
水
戸
会
場
・
土
浦
会
場

対
象　
介
護
支
援
専
門
員
の
う
ち
実
務

未
経
験
者
や
有
効
期
間
満
了
者

定
員　
80
人　
費
用　
４
万
３
６
４
０
円

申
込
期
間　
4
月
1
日
～
10
月
31
日

申
込
・
問　

(

公
財)

介
護
労
働
安
定
セ

ン
タ
ー
茨
城
支
部

℡
０
２
９
‐
２
２
７
‐
１
２
１
５

無
料
法
律
相
談
会　
行
政
書
士
会

日
時
・
場
所

○
4
月
21
日(
土)

10
時
～
14
時
：
ス

ペ
ー
ス
U
古
河

○
5
月
19
日(

土)

10
時
～
14
時
：
中
央

公
民
館　

○
6
月
16
日(

土)

10
時
～
14
時
：
三
和

公
民
館　

相
談
内
容　
相
続
・
遺
言
、成
年
後
見
、

家
族
信
託
、
離
婚
、
建
設
業
許
可
、
農

地
転
用
、
法
人
設
立
、
債
権
回
収
な
ど

費
用　
無
料(

予
約
不
要
）

問　

茨
城
県
行
政
書
士
会
県
西
支
部

（
担
当
：
細
井)

℡
３
３
‐
３
６
８
５

献
血
に
ご
協
力
を

日
時　
４
月
24
日(

火)

15
時
～
16
時

場
所　
総
和
中
央
病
院

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

4月の納税など
納期限および口座振替日は

5月1日(火)
固定資産税・都市計画税 第1期
保育料 4月分

■市税等の納付は、便利な口座振
替をご利用ください。
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教室名 日時 定員(先着) 内容

エアロビクス教室 4/23～7/30(月曜日・全10回)
10時～11時30分 30人 音楽に合わせて明るく元気に楽しむ初

級者向けのエクササイズ

ベーシックヨガ教室 5/8～7/10(火曜日・全10回)
19時～20時30分 30人 呼吸とともに全身を使う基礎的なヨガ

クラス
ステップ＆
コアトレーニング教室

5/9～7/11(水曜日・全10回)
18時30分～20時 30人 脂肪を燃焼し、体のバランスを整える

骨盤リセット＆
リズム体操教室

5/10～7/19(木曜日・全10回)
10時～11時30分 30人 骨盤のストレッチと軽い運動を組み合

わせたプログラム
エンジョイエアロビクス
教室

5/11～7/13(金曜日・全10回)
19時30分～21時 30人 エアロビクスに慣れてきた人向けの、

ステップアップしたプログラム

はじめてのバレエ教室 5/13～7/15(日曜日・全10回)
17時30分～19時 20人 バレエストレッチで身体をほぐし、音

楽に合わせてバレエ基礎を楽しく学ぶ

古河はなもも体育館教室

【共通事項】
対象　市内在住・在勤・在学の15歳以上(中学生を除く)　　費用　2,000円
申込期間　4月12日(木)～16日(月)[受付時間：9時～20時]※応募状況により、締め切り以降の受け付け可。
申込・問　費用を添えて申し込み
※電話不可。代理での申し込みは、1人につき2人(本人を含む)までとします。
古河はなもも体育館℡92-5555(受付時間：9時～17時)

教室名 日時 定員(多数抽選) 内容 場所

はじめてエアロ 5/7～(月曜日・全10回)
19時～20時30分 30人 誰でも簡単に動ける内容で、心と

体のリフレッシュを目指す

古河体育館

ステップ・
エクササイズ

5/8～(火曜日・全10回)
10時～11時30分 30人 ステップ台を使って昇降運動を中

心にトレーニング
レクリエーション
スポーツ

5/9～(水曜日・全10回)
10時～11時30分 40人 ソフトバレー・インディアカ・

9人制バレー・卓球等

ボディメイキング 5/9～(水曜日・全10回)
13時30分～15時 35人 ストレッチ・ヨガなど有酸素運動

を取り入れた体幹トレーニング
エアロビクス
＆骨盤ボール体操

5/10～(木曜日・全10回)
10時～11時30分 40人 リズム運動、ボールを使ったコア

トレーニング、骨盤の調整
中高年はつらつ
健康体操

5/10～(木曜日・全10回)
13時30分～15時 30人 リズムに合わせた運動やコアト

レーニングとストレッチ

スポーツ教室・出前スポーツ教室

【共通事項】
対象　市内在住・在勤・在学の高校生以上(中高年はつらつ健康体操教室は40歳以上)　
費用　2,000円(初回教室時に納入)
申込期間　4月11日(水)～17日(火)［受付時間：9時～20時］
申込　古河体育館(らくらくリズム体操は三和健康ふれあいスポーツセンター)に申し込み 　
※電話不可。代理での申し込みは、1人につき2人(本人を含む)までとします。
問　スポーツ振興課(古河はなもも体育館)℡92-0555

スポーツ教室(前期)

教室名 日時 定員(多数抽選) 内容 場所
中高年すこやか
健康体操

5/7～(月曜日・全10回)
10時～11時30分 25人 ウオーキング・ストレッチ体操・

ボール等を使った楽しい運動
コミュニティセ
ンター出城

らくらくリズム体操 5/7～(月曜日・全10回)
13時～14時30分 35人 曲に合わせ簡単な体操をすること

で、肩こり、腰痛予防
三和健康ふれあ
いスポーツセン
ター

さわやか健康体操 5/8～(火曜日・全10回)
10時～11時30分 20人 ヨガ・ピラティス・スモールボー

ル・ゴム・コアトレーニング等
みどりヶ丘ふれ
あいの家

リフレッシュヨガ 5/9～(水曜日・全10回)
10時～11時30分 20人 深い呼吸で自己免疫力を高め、心

と体のバランスを安定させる
コミュニティセ
ンター平和

スリムアップヨガ 5/11～(金曜日・全10回)
19時30分～21時 20人 深い呼吸とともに全身を動かし、

脂肪の燃焼やゆがみを整える
コミュニティセ
ンター平和

シェイプアップ
エアロビクス

5/17～(木曜日・全10回)
19時～20時30分 30人 音楽に合わせ体を動かし、脂肪燃

焼効果を高める
コミュニティセ
ンター総和

出前スポーツ教室(前期)
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検診期間　4月～平成31年2月末
対象　市内在住で平成11年3月31日以前生まれの女性
費用　2,000円(70歳以上、生活保護を受けている人は無料)
内容　問診・視診・内診・子宮頸

けい

部
ぶ

細胞診
※受診の際は、受診券が必要です。
※過去2年間に受診履歴のある人には、4月上旬に受診券を送付します。
問　 健康づくり課℡48-6882、℡48-6883

■友愛記念病院・古河赤十字病院・茨城西南医療センター病院での受診を希望する人
申込期間　4月2日(月)～16日(月)
申込　(1)(2)いずれかの方法で申し込み［電話での申し込みはできません］
(1)【封書・はがき】

「子宮頸がん検診申し込み」と明記の上、①住所②氏名③生年月日④年齢⑤電話番号(日中連絡の取れ
る番号)⑥希望の医療機関(友愛記念病院、古河赤十字病院、茨城西南医療センター病院)を記入し、

健康づくり課(〒306-0044古河市新久田271-1)へ申し込み［消印有効］
(2)【電子申請】市公式ホームページまたは右のQRコードから申し込み
※性交経験がなく初めて子宮頸がん検診を受ける人は、他の医療機関をご利用ください。
※検診日は病院からの指定になります。検診日の約1カ月前に病院から通知が届きます。
※医療機関への直接申し込みや期間以外の申し込みは受け付けできません。
※定員があるため、事前申し込みが必要です。定員を超えた場合は抽選となります。

■秋葉産婦人科病院・遠藤医院・古河総合病院・塚原医院・船橋レディスクリニック・池田医院での
受診を希望する人
申込　 健康づくり課へ電話(℡48-6882、℡48-6883)で申し込み［随時受け付け］
※受診券を送付します。医療機関に各自で予約をしてください。

■集団検診を希望する人
各地区の実施時期に、広報古河お知らせページで案内します。
3月15日配布の「平成30年度健診・がん検診のご案内保存版」をご覧ください。

子宮頸がん検診(医療機関検診)の申し込み受け付け

時間　10時～11時30分 
対象　シルバーリハビリ体操に興味のある
65歳以上の市民
内容　いつでも、どこでも、どなたでもで
きる介護予防を目的とする体操です。
定員　約30人～60人  
※会場によって定員が異なります。
費用　無料
持参物　体操のできる服装、飲み物、タオ
ル
申込　体操教室開催時に各会場にいる体操
指導士に申し込みください
問　 高齢福祉課℡92-5838
※日程は、変更になる場合がありますの
で、事前に問い合わせください。

【シルバーリハビリ体操教室】

場所 曜日 開始日等
中田公民館 火曜日 4/3～原則月2回
古河福祉の森会館① 金曜日 4/6～原則月2回
古河福祉の森会館② 金曜日 4/13～原則月2回
はなももプラザ 水曜日 4/11～原則月2回
古河東公民館 水曜日 4/11～原則月2回
リバーサイド倶楽部 金曜日 4/6～原則月2回
いちょうプラザ(新設) 金曜日 4/13～原則月2回
健康の駅 火曜日 4/10～原則月2回
中央公民館(新設) 火曜日 4/10～原則月2回
ユーセンター総和 金曜日 4/13～原則月2回
コミュニティセンター総和 第1金・第3水 4/6～原則月2回
つつみ公民館 月曜日 4/2～原則月2回
三和地域福祉センター 月曜日 4/9～原則月1回
三和公民館 金曜日 4/13～原則月2回
三和農村環境改善センター 水曜日 4/4～原則月2回
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区分 期日 時間 場所 予約等 申込・問

市民の法律相談

4/13(古)、4/17(三)、4/19(総)、4/27(古) 4/2(月)8時30分～

市民総合窓口課
℡92-3111

5/11(金)

13時～16時40分

市民相談室

5/1(火)
8時30分～

5/15(火) 1階相談室1-3
5/17(木) 第2庁舎3階会議室4
5/25(金) 市民相談室

行政相談
4月はお休みします。
5/9(水) 10時～12時 市民相談室

税務相談 4/10(火) 13時30分～16時30分 市民相談室 予約制
9時～16時

関東信越税理士会古河支部
℡0297-44-8585(柳田)5/8(火)

在住外国人生活相談 月～金

9時30分～11時30分
13時30分～16時30分 ふるさと館 母国語での相談の

み要予約
外国人アットホームin古河 
( 企画課内)℡92-1404

8時30分～17時15分 要相談 要予約 古河市国際交流協会事務 
( 企画課内)℡92-3111

女性相談・家庭児童相談 月～金 8時30分～17時15分 総和庁舎 不要 子ども福祉課℡92-3111

DV相談 月～金 9時～17時 非公開 要予約 古河市配偶者暴力相談支援
センター℡92-7209

心の健康相談 4/12(木) 13時～15時 健康の駅 要予約 健康づくり課℡48-68835/10(木)

障害者相談 4/21(土) 13時30分～15時30分 3階会議室1 不要 障がい福祉課℡92-49195/14(月) 10時～12時 2階視聴覚室3
認知症に関する
個別相談 4/10(火) 13時～16時 在宅介護支援センター

「わたらせ」(大山507-5) 要予約 在宅介護支援センター
「わたらせ」℡47-0161

出張年金相談 5/16(水) 10時～14時30分 古河商工会議所
（鴻巣1189-4） 4/16(月)～ 下館年金事務所

℡0296-25-0829

消費生活相談 月～金 9時～12時
13時～16時

古河市消費生活センター
（ 商工政策課内） 不要 古河市消費生活センター

℡23-1718

人権相談 5/9(水) 13時～15時 市民相談室 要予約 人権・男女共同参画室
℡92-31111階相談室1-3

人権生活相談
第2土曜日：辻幸夫相談員
第4土曜日：和井田光司相談員
13時30分～15時30分

隣保館 要予約 隣保館℡48-1989

広域隣保人権生活相談

月・木(祝日を除く)
9時30分～11時30分
山田幸助相談員

市民相談室
要予約 隣保館℡48-1989

火・木・金(祝日を除く)　10時～12時
峯和代相談員 第2庁舎

生活困窮者相談
(就労支援) 月～金 8時30分～17時15分 古河市生活支援センター

(健康の駅内) 要予約 古河市生活支援センター
℡92-7017

心配ごと相談

4/4・18、5/2・16(水) 
13時30分～15時30分 健康の駅

要予約 古河市社会福祉協議会
℡48-08084/11・25、5/9(水)

13時30分～15時30分 三和地域福祉センター

各種相談のご案内
相談窓口がわからない場合は、 市民総合窓口課相談係℡92-3111(代)へ

総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷町38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康の駅　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒羽根1501
古河福祉の森会館　

　　　　　　℡48-6882　〒306-0044古河市新久田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分
　　　　　(祝日・年末年始を除く)

住民基本台帳から
総人口 144,146人(－320)
男 72,724人(－217)
女 71,422人(－103)
世帯数
 60,723世帯(－185)
 (　)内は前月比

市役所各庁舎案内 人口 (3月1日現在)

　古河ライオンズクラブ(長塚
孝之会長)より、古河城本丸跡
石碑1基、古河公方足利成氏館
跡説明石碑1基、古河公方足利
成氏館跡石柵1柵の寄付。

寄付
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加須市(埼玉県)
■第9回加須市民平和祭で
ジャンボこいのぼり遊泳
　全長100メートル・重さ330キロ
グラムの世界一大きい「ジャンボ
こいのぼり4世」が加須の大空を泳
ぎます。会場では平和式典のほか、
クラシックカーフェスタなど楽し
いイベントが開催されます。
期日　5/3(木・祝)10時～
場所　利根川河川敷緑地公園ほか
◆ジャンボこいのぼり遊泳(予定）
①11時30分～②13時30分～
※遊泳時間が前後する場合あり。
※翌日に順延する場合あり。
問　商業観光課℡0480-62-1111

板倉町(群馬県)
■雷電大祭が開催されます
　板倉町の雷電神社は関東一円に
点在する雷電神社の総本宮です。
社殿と奥宮は群馬県の重要文化財
に、八幡宮稲荷神社は国の重要文
化財に指定されています。
　大祭期間中はたくさんの出店で
にぎわいます。
期間　5/1(火)～５(土・祝)
場所　雷電神社(板倉町板倉2334)
問　雷電神社℡0276-82-0007

栃木市(栃木県)
■2017きゃわふぇすin栃木市　
　「 と ち 介 の お 誕 生 会」が リ
ニューアル♪全国各地からおとも
だちキャラクターが駆け付け、楽
しいステージやグルメブース、寺
嶋由芙さんのミニライブなど、

「かわいい」を「ゆるやか」に楽
しめる一日。
日時　4/14(土)11時～15時
場所　栃木市総合体育館
(栃木市川原田町760)
費用　無料(上履き持参)
問　シティプロモーション課
　　℡0282-21-2315

小山市(栃木県)
■おやま二千本桜まつり
　小山市では、市の花「思川桜」と「ソメイヨシ
ノ」が咲き誇り、約1カ月間楽しむことができます。
4月中には、市内各地でさくらまつりが開催されま
す。詳細は、小山市ホームページをご覧ください。
期日　4/22(日)まで
場所　市内各所の桜の名所
問　おやま二千本桜まつり実行委員会
　　［(一社)小山市観光協会］℡0285-30-4772

■「花とレンガのまち」
野木フラワーカーペット2018　
　約12万本のチューリップの花びら等で、関東最大
級の花絵を描きます。煉

れ ん が
瓦窯 de マルシェや煉瓦窯2

周年感謝祭も行われますので、ぜひご来場ください。
日時　４/28(土)～30(月)９時～21時
場所　野木町煉瓦窯、野木ホフマン館
問　野木町デスティネーションキャンペーン実行委
員会事務局(産業課内)℡0280-57-4153

野木町(栃木県)

関東どまんなかサミット情報　〜栃木・群馬・埼玉の話題〜
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納期月
納期限日

固定資産税
都市計画税 軽自動車税 市・県民税 国民健康

保険税
後期高齢者
医療保険料 介護保険料 保育料 児童クラブ

保護者負担金
公共下水道事業
受益者負担金

4月
5/1(火)

第1期・全期

 円

4月分

 円

5月
5/31(木)

全期

 円

5月分

 円

4・5月分

 円

6月
7/2(月)

第1期・全期

 円

6月分

 円

7月
7/31(火)

第2期

 円

第1期・全期

 円

第1期・全期

 円

第1期・全期

 円

7月分

 円

6・7月分

 円

第1期・全期

 円

8月
8/31(金)

第2期

 円

第2期

 円

第2期

 円

第2期

 円

8月分

 円

9月
10/1(月)

第3期

 円

第3期

 円

第3期

 円

9月分

 円

8・9月分

 円

第2期

 円

10月
10/31(水)

第3期

 円

第4期

 円

第4期

 円

第4期

 円

10月分

 円

11月
11/30(金)

第5期

 円

第5期

 円

第5期

 円

11月分

 円

10・11月分

 円

第3期

 円

12月
12/25(火)

第3期

 円

第6期

 円

第6期

 円

第6期

 円

12月分

 円

1月
1/31(木)

第4期

 円

第7期

 円

第7期

 円

第7期

 円

1月分

 円

12・1月分

 円

2月
2/28(木)

第4期

 円

第8期

 円

第8期

 円

第8期

 円

2月分

 円

第4期

 円

3月
3/29(金)

3月分

 円

2・3月分

 円

問い合わせ
資産税課 市民税課 国保年金課 介護保険課 子ども福祉課 下水道

整備課
℡22-5111 ℡92-4921 ℡92-3111 ℡76-1511

【保存版】　　平成30年度　市税等納付カレンダー
■納期限内に納付してください。
■納付は、便利な口座振替をご利用ください。

※固定資産税、軽自動車税、市・県民税、国民健康保険税の納税や口座振替の問い合わせは 収納課(℡22-5111)です。
●納期限日が口座振替日となります。口座振替の人は、振替日前日までに通帳の残高をご確認ください。
●税額の変更により、新たに納付書が送付された場合は、その納付書で納付してください。
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◀

コガドウガ～動画で発見！古河市の魅力～

YouTubeを活用して
市の魅力を動画で発信中！

ID: 0830_hy DATE:2018.1 .31
#雪景色#雪

＼ インスタグラムで古河の魅力を投稿しよう！／

市内で撮った写真にハッシュタグ
#こが暮らし#こが育ちをつけて投稿してください♪

毎月１枚ベストショットを選出し掲載します！
詳細は、市公式ホームページをご覧ください
https ://www.c i ty . ibaraki -koga. lg . jp/

イ ン タ ー ネ ッ ト で
市 内 情 報 を 発 信 中 ！

古河市

Facebookページで
市のイベント情報や話題を発信中！

ci tykoga_official
Instagramページで
市の魅力的な風景を発信中！

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。
※お店をPRしませんか。
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を
随時募集しています。詳細は秘書広報課までご連絡ください。

平成30年4月1日発行
発行：古河市役所　〒306-0291 茨城県古河市下大野2248　℡ 0280-92-3111
編集：秘書広報課　Mail：hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp

読者アンケート
「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記のうえ、下記宛先までご応募ください。

ハ ガ キ で 応 募

メ ー ル・ Q R コ ー ド で 応 募
hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp

（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所  秘書広報課

4/15
必着

Q１   今月号でよかった特集や写真があれば教えてください

Q２   取り上げて欲しい内容や企画があれば教えてください

Q３   広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください 
※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載させていただく場合があります。

アンケート

今月のプレゼント

御慶事　純米吟醸ふくまる(720ml)
1本(２名様)

古河の酒蔵
青木酒造(株)さんから

プレゼント

古河のお米と水で作られた
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